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令 和 ３ 年 １ ２ 月 定 例 会 

 

令和３年１２月７日（火曜日） 
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◎ 議 事 日 程 

 

令和３年１２月７日（火） 午前９時開議 

 

 議事日程第２号 

   日程第１   一般質問 

                                         散  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       議事日程第２号のとおり 

 

◎ 開   議 

                  午前９時 

○漆山光春議長 おはようございます。 

   議長から傍聴席の方々に申し上げます。 

   本日、北谷地小学校６年生の児童15名が授

業の一環で議会傍聴に来られます。手狭にな

りますが、ご協力をお願いいたします。 

   また、写真撮影を許可しておりますので、

ご了承願います。 

   本日の欠席通告議員はありません。ただい

まの出席議員数は13名であります。定足数に

達しておりますので、直ちに本日の会議を開

きます。 

   本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。 

○漆山光春議長 日程第１、一般質問を行います。 

   本定例会における一般質問の通告者は９名

であります。質問の順序については、お手元

に配付のとおりであります。 

   １番目は５番吉田芳美議員、２番目は３番

槙正義議員、３番目は10番木村章一議員、４

番目は７番阿部恭平議員、５番目は６番東海

林信弘議員、６番目は12番細矢誓子議員、７

番目は11番石垣光洋議員、８番目は９番丹野

貞子議員、９番目は２番齋藤隆議員、以上の

とおり決定しております。 

   本日は、６番東海林信弘議員までとします。 

   順序に従い、一般質問を進めてまいります。 

   一般質問の時間は、答弁を含めて60分であ

ります。終了５分前に振鈴で知らせ、60分で

打ち切ります。 

                  質 問 通 告 書 

                令和３年12月河北町議会定例会 

質問者氏名 質 問 事 項 質  問  要  旨 

 ５番 吉田芳美議員 

 

１ 令和２年７月豪雨

災害を受け、町民プー

ル跡地に「南部地区防

災コミュニティーセ

ンター」建設を求める

要望が提出されてか

⑴ 南部地区防災コミュニティーセンター建設の要

望に対する、町としての検討状況について 

⑵ 行政と地域の意見交換会を、今後も継続して開

催を続けることについて 

⑶ 建設資金について、災害を受けた町として国費

率の高い都市防災総合推進事業（防災・安全交付
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ら11カ月が経過した。

これまでの町として

の検討状況について  

金）を研究すること、また、舟形町等の防災福祉

避難所や防災センター建設費用の国の補助率を研

究することについて 

⑷ 町が計画している、町民プール跡地を活用した

住宅整備の内容について 

⑸ 令和４年度に調査と設計で200万円、令和５年度

に２億4,000万円で整備とあるが、その中身につい

て 

２ 町内へ企業進出し

ている（株）メイコー

（神奈川県）につい

て、天童西工業団地へ

の進出決定の報道が

なされた。なぜ、長年

にわたり操業してい

る河北町に誘致が叶

わなかったのか伺う。 

⑴ （株）メイコーの業務拡張の打診は河北町にな

かったのか。あったとすれば、どの様に対応した

のか伺う。 

⑵ 天童市へ進出することで400人規模の雇用が見

込まれるとの報道がある。河北町への進出が決定

していれば、町内経済や移住定住、若者定着へ大

いに期待されたことに対する認識について 

⑶ 天童工場完成後、谷地工業団地内にある谷地工

場はどのようになるのか。  

 ３番 槙 正義議員 １ 消防団員の待遇改

善と団員の確保につ

いて  

⑴ 消防庁は今年４月、消火活動や災害活動に従事

した消防団員の待遇改善策を市町村に通知した

が、主な待遇改善策の内容はどのようなものか伺

う。 

⑵ 消防庁は来年３月まで、各自治体に対し改善策

の具体化に向けた条例改正を行い、必要な見直し

を促すとしているが、本町はどのように対応する

か伺う。 

⑶ 本町の消防団員は条例定員と実定員が大きく乖

離していることから、今年４月に565人から515人

に改正したが、現在の実団員数は何人か。少子高

齢化及び就労形態の変化から見て、団員募集は厳

しい状況下にあると考えるが、どのような方法で

団員募集に努め、町民の安全を確保していくか伺

う。 

２ 学校給食の段階的

無償化に向けた検討

と町内産食材の活用

について 

⑴ 学校給食費の保護者負担は、年額５万円から６

万円と学校に収める納付金の中で最も高く、貧困

対策はもとより、子育て支援、少子化対策として、

近隣市町では一部助成から無償化に移行する自治

体が出てきている。本町においても積極的支援策
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として給食費の段階的無償化の検討を急ぐべきと

考える。 

⑵ 第３次河北町食育推進計画によれば、学校給食

における町産食材(野菜・果物・豆類)の使用目標

を25％以上としているが現在の状況について伺

う。 

３ 防災ラジオ整備事

業の対象者世帯の拡

大について 

⑴ 本町の防災ラジオ整備事業は、令和２年と３年

の２カ年に渡って、ハザートマップで示されてい

る立ち退き避難地区で75歳以上の単身世帯と75歳

以上だけの世帯に対し約130個の無償貸与を行っ

たが、これらの地区におけるその他の避難困難者

である「避難行動・要支援者」への支給拡大につ

いて伺う。 

⑵ 防災ラジオを希望する全世帯に対し購入支援を

行うことについて伺う。  

１０番 木村章一議員 １ 要介護４、５の人は

「特別障害者手当」月

額２万７千円が受け

取れる可能性がある

ことを、町民に周知す

べきではないか。  

⑴ 特別障害者手当は、著しく重い障害があり、日

常生活に常時特別な介護が必要な２０歳以上の人

に、月２万３７５０円支給される国の制度で、障

害者手帳がなくても市町村へ申請ができることに

ついて 

⑵ 特別障害者手当の対象になる人は、両上肢（両

腕）、両下肢（両脚）、体幹のうち一つに著しい障

がいがあり、「日常生活動作評価表」による評価が

１０点以上である人であること。かかりつけ医師

などの診断書が必要であることについて 

⑶ 在宅のほか、施設入所者でも、全国で申請が受

理されており、大変な介護負担や費用負担を補っ

ている。要介護４、５の人は「特別障害者手当」

を受けられる可能性があることを、広く町民に周

知すべきではないか。  

２ 河北町２０５０年

カーボンゼロ宣言を

して、地球温暖化によ

るかつてない規模と

なった令和２年７月

豪雨のような災害の

発生しない環境を、子

⑴ 河北町で、ＣＯ２などの温室効果ガスの人為的

な発生源による排出量と、森林などの吸収源によ

る除去量との間の均衡を、出来るだけ早く達成す

べきではないか。 

⑵ 河北町の場合は、事業所や各家庭の省エネ化支

援や、営農型太陽光発電、一般の太陽光発電など

の可能性を追求できるのではないか。  
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孫に残す取り組みを

すべきではないか。 

３ リノベーション（新

たな機能や価値を付

け加える改装）を予定

する児童動物園は、設

置条例に欠けている

設置目的を明記し、動

物愛護や情操教育の

ほか、まちおこしに役

立つ施設としての位

置づけを明確にすべ

きではないか。  

⑴ 河北町児童動物園の設置条例には、施設設置の

目的が欠けており、リノベーションを進める方向

付けが不安定になるのではないか。 

⑵ 児童動物園の設置目的は、動物愛護や情操教育

のほか、まちおこしに役立つ施設として、設置条

例に明記すべきではないか。  

 ７番 阿部恭平議員 １ 空き家等対策につ

いて 

⑴ 空き家等対策計画の策定進捗状況と、空き家の

所有者から話が聞けないなどの策定段階での課題

について 

⑵ 空き家等対策計画の対応方針と目標について 

⑶ 今後の対策や空き家バンクの運営などに、専属

の行政職員または民間への委託が必要と思うがど

うか 

⑷ 空き家バンクへの登録数や中古住宅市場への供

給数を増やすことが必要と思うが、具体的対策に

ついて  

２ 子育て支援につい

て 

⑴ 子育て支援策として、現金給付と現物給付への

現状と今後の考え方について 

⑵ かほく安心子育て応援事業給付金の実績と課題

について 

⑶ 天童市にあるような子育て施設が必要と思うが

どうか 

６番 東海林信弘議員 １ 道の駅河北グラン

ドオ－プンに向けた

進捗状況や課題、そし

て町の意気込みにつ

いて 

⑴ 道の駅グランドオ－プンに向けた、ワイン醸造

所・物販など全体の整備計画詳細にもとづいた進

捗状況や課題などについて伺う 

２ 文化活動における

各種大会出場者への

激励金交付及び表彰

⑴ スポ－ツ振興事業において、激励金の交付や表

彰など実施されているが、文化活動での振興事業

（仮称）についての考えを伺う 



 - 40 - 

（仮称）について  

１２番 細矢誓子議員 １ 紅花をメインに活

用した観光の発信に

ついて 

⑴ 紅花を主体とした観光の経過と現状について 

⑵ 「かほく紅こぎん」を本町の観光施策にどのよ

うに活用するか 

⑶ 紅花を活用した食の展開と物産の開発について 

⑷ 紅花の新たな分野の開発について 

２ 本町における地域

おこし協力隊の現状

と定住に向けた取り

組みについて 

⑴ 本町における隊員の活動経過と現状について 

⑵ 隊員を迎え入れる為の環境整備について 

⑶ 隊員の活動を支援するための取り組みについて 

⑷ 隊員の定住に向けた取り組みについて 

⑸ 隊員の活動したい仕事や目的を明記する取り組

みについて 

１１番 石垣光洋議員 １ 農業政策について ⑴ 米価下落に対する認識と対策について 

⑵ 米価下落に伴う営農相談窓口の設置について 

２ コロナ禍での河北

町のこども政策につ

いて 

⑴ 子どもと子育て家庭をどう守るか伺う 

⑵ 子ども・子育て支援施策への影響をどのように

受け止めているか伺う 

３ 町長の町政に対す

る現状認識や今後の

展望などについて 

⑴ 農業・商工業に対する施策について 

⑵ 少子高齢化対策について 

⑶ 公共施設について 

 ９番 丹野貞子議員 １ 国政、県政、町政選

挙における本町の投

票率を上げる取組み

について  

⑴ これまで各種選挙に対して、投票率を上げる啓

蒙・啓発の町の取組みについて伺う 

⑵ 小、中、高、一貫として各年代に合った、国政、

県政、町政に興味関心を持たせる教育の現状につ

いて 

⑶ 世界、日本、山形県、河北町の将来を担う子ど

もたちの教育課程において、段階に応じた一貫し

た政治と暮らしの結びつきを考えさせる授業が必

要と考えるがどうか。 

２ 若者・女性・町民総

活躍推進についての

取組みについて 

⑴ 「第２次河北町男女共同参画計画」を円滑に推

進するための年度ごとの具体的数値目標・取組

み・達成度はどうか。 

⑵ 女性管理職の３割を登用する考えについて 

⑶ 河北町女性団体連絡協議会の各活動内容と町と

の関わりについて 

⑷ かほく地域創造青年会議の活動内容はどのよう

なものか。 
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⑸ やまがたイクボス同盟の活動内容と成果はどう

か。 

⑹ 今後の推進課題と具体的展開について  

３ 河北町婦人会の活

動状況について 

⑴ 河北町婦人会の歴史と役割の変遷、また、現状

をどのように認識しているか。 

⑵ 河北町赤十字奉仕団活動の見直しについて 

⑶ 河北町交通安全母の会の活動見直しについて 

⑷ このままでは、初期の目的を達成することが難

しくなっているのではないか。今後の婦人会活動

をどう進めていくのか。 

 ２番 齋藤 隆議員 １ 河北町福祉灯油購

入費助成を見直すこ

とについて  

⑴ 多様化する暖房器具に対応するため、灯油券の

交付を現金支給に改めるべきと考えるがどうか。 

⑵ ５,０００円を限度としている助成額を増額す

べきと考えるがどうか。 

⑶ 平成１９年１２月２６日付け厚生労働省社会・

援護局保護課保護係長の事務連絡「地方公共団体

が実施する灯油購入費助成の生活保護法上の取扱

いについて」を踏まえ、生活保護世帯も福祉灯油

購入費助成の対象にすべきと考えるがどうか。 

 

○漆山光春議長 それでは、一般質問に入ります。 

   最初に、５番吉田芳美議員の一般質問を行

います。 

   「５番吉田芳美議員」 

○５番（吉田芳美議員） おはようございます。 

   それでは、12月定例議会、５番、一般質問

を行います。 

   まず、質問事項の１、令和２年７月豪雨災

害の教訓から、南部地区自主防災会は3,081

名の署名を添え、旧町民プール跡地に南部地

区防災コミュニティーセンター建設を求める

要望書を提出しました。提出から11か月経過

する中で、町としての検討状況について伺い

ます。 

   災害の教訓から、地域防災の在り方や地域

の中で助け合う共助意識を高めていく必要性

を強く今感じているところです。 

   谷地南部地区は21町内会4,300人が暮らし、

洪水ハザードマップ上では、道海、長表、か

すみ町、高南、高中、杉の下、山王が浸水想

定区域になります。昨年の豪雨では、谷地南

部小学校には想定を超える住民が避難され、

密状態、高齢者、車椅子障がい者、幼児や妊

婦など、弱者には大変厳しい避難環境でした。 

   町には、学区ごとに避難所機能を併せ持つ

公民館が整備されております。北谷地構造改

善センター、溝延研修センター、西里環境農

村センター、谷地地区はサハトべに花が公民

館指定であり、南部地区にはありません。そ

の施設整備がかなう場所はプール跡地しかあ

りません。 

   ３月議会の一般質問の答弁で、森谷町長は、

谷地南部地区の住民が防災コミュニティーセ

ンター建設を要望していることについて、「プ

ール跡地は移住・定住対策として、民間の事

業所と連携し、住宅の整備方法を検討したい」
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とする一方、「災害への備えとしてコミュニテ

ィー機能をいかに維持するかは課題であり、

住民の要望を重く受け止めている。プール跡

地ありきではなく、さらに幅広い観点から対

話を続けたい」と答弁されました。これまで

の検討状況をお伺いしたいと思います。 

   10月28日に河北町区長会谷地支部主催によ

り、舟形町に４月に完成した防災福祉施設と

防災センターを視察しました。18名の区長さ

んと危機管理室、まちづくり推進課職員が同

行しております。舟形町は平成30年８月豪雨

で防災対応の拠点となる役場の一部が浸水し、

災害対応に大きな支障が生じた。また、町内

に４つある指定福祉避難所が全てにおいて浸

水により避難が不可能となった。このことを

受け、防災体制の強化を図るため、令和元年

度より２か年で国土交通省都市防災推進事業

補助金を活用し、災害に強い防災拠点として

防災センターと福祉避難所の整備を図りまし

た。 

   また、お隣、東根市が河北町と同様、令和

２年７月豪雨の教訓を生かし、市の西部、野

田地区に建設を進めている西部防災センター

工事も進行中です。避難収容人数500人、駐車

場155台以上、東根市の新たな防災拠点として

の位置づけであり、周辺住民の安心につなが

る防災施設として期待されます。 

   河北町は、８次総合計画の中で、プール跡

地を売却し、住宅開発を示しています。跡地

は1,849坪であり、15戸ほどの宅地分譲と集合

住宅１棟を建設し、若者定住に結びつけると

このことですが、概要についてお伺いいたし

ます。 

   令和２年７月豪雨は、河北町始まって以来

の甚大な被害を被りました。今なお、復旧・

復興の途上にあります。既に計画した事業だ

から前に進めるのではなく、町民の声に耳を

傾け、住民本位の行政を進めることではない

でしょうか。それが災害に強いまちづくりの

礎になると考えます。 

   師走に入り、和歌山や山梨県東部で震度５

の地震がありました。南海トラフ等の大地震

も懸念されております。河北町も南北に走る

山形盆地断層帯が確認されており、全国180

か所ある断層帯の中でも、危険度ランク全国

９番目に位置されております。甚大な被害発

生が既に想定されています。これらを踏まえ、

５点質問いたします。 

   １点目は、南部地区コミュニティーセンタ

ー建設の要望に対する町としての検討状況に

ついてお伺いします。 

   ２点目は、行政と地域の意見交換会を今後

も継続して開催を続けることについてお伺い

いたします。 

   ３点目は、建設資金について、災害を受け

た町として国費率の高い都市防災推進事業

（防災・安全給付金）を研究すること、また、

舟形町などの防災福祉避難所や防災センター

建設費用の国の補助率を研究することについ

て。 

   ４点目は、町が計画している町民プール跡

地を活用した住宅の整備内容についてお伺い

します。 

   ５点目は、令和４年度に調査と設計で200

万円、令和５年度に２億4,000万円で整備とあ

りますが、その中身についてお伺いいたしま

す。 

   質問事項の２に入らせていただきます。 

   町内に企業進出している株式会社メイコー

（神奈川県）について、天童西工業団地への

進出決定報道がなされました。なぜ、長年に

わたり操業している河北町に誘致がかなわな

かったのか、お伺いしたいと思います。 

   山形メイコーさんは、1982年に谷地工業団

地に進出されてから40年余り、町内経済や町

民の雇用に寄与いただいている企業です。プ
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リント基板の設計製造販売で、昨年６月には

東証一部に市場を変更した大手企業です。11

月９日の新聞報道によれば、天童市に進出し

て国内最大規模の工場を建設し、拡大する電

気自動車（ＥＶ）の世界市場に照準を合わせ、

工場棟や研究開発棟を建設し、400人ほどを雇

用する。国内エコスマート工場をコンセプト

に、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への取

組を進め、グローバル戦略の拠点に据える。

車の電動化、自動化に伴って右肩上がりで需

要が伸長している車載基盤への事業転換を図

るとありました。３点質問いたします。 

   １点目は、株式会社メイコーの業務拡張の

打診は河北町にはなかったのか。あったとす

れば、どのように対応したのか伺います。 

   ２点目は、天童市に進出することで400名規

模の雇用が見込まれるとの報道がある。河北

町に進出が決定していれば、町内経済や移

住・定住、若者定着へ大いに期待されたこと

に対する認識についてお伺いしたいと思いま

す。 

   ３点目は、天童工場完成後、谷地工業団地

内にある谷地工場はどのようになるのかお伺

いしたいと思います。 

   以上、再質問を留保し、一般質問を終わり

ます。 

○漆山光春議長 ５番吉田芳美議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 おはようございます。 

   それでは、５番吉田議員の一般質問にお答

えいたします。 

   最初に、令和２年７月の豪雨災害を受け、

町民プール跡地に南部地区防災コミュニティ

ーセンター建設を求める要望書が提出された

が、それから11か月が経過した。これまでの

町としての検討状況についてお答え申し上げ

ます。 

   南部地区防災コミュニティーセンターにつ

きましては、今年の１月に南部地区自主防災

会より3,801名の署名とともに、南部地区に良

好な環境と住民の安全を守るため、子供たち

の未来のために、プール跡地に公民館機能を

兼ねた防災コミュニティーセンター建設が要

望されたところでございます。 

   これにつきましては、要望された際も申し

上げたところでございますが、昨年の豪雨災

害を経験とした町としての災害対策にしっか

りと取り組んでいかなければならないという

思いに変わりはございません。また、今年度

に入り、新型コロナウイルス感染症が落ち着

いたタイミングで改めて南部地区の区長さん

方にお集まりいただき、担当課で直接話を伺

う機会を設けさせていただきました。また、

区長会谷地支部の研修にも同行させていただ

き、舟形町の防災施設の視察も行ったところ

でございます。 

   こうした状況を踏まえた検討状況というこ

とでございますけれども、防災施設に係る考

え、谷地南部地区の公民館機能に対する考え、

プール跡地の計画についての３点を順にお答

えさせていただきます。 

   １つ目の防災施設に係る考えにつきまして

は、先ほど申し上げましたが、災害対策は河

北町の町民の方々が安全・安心に暮らせる町

として欠かせない要件であり、非常に重要な

視点であると認識しております。これは、谷

地南部地区も含め、河北町全体として防災対

策がどうあるべきかと考えるべき内容である

と認識しております。 

   また、災害時の避難場所の課題につきまし

ては、学校などの既存の施設のさらなる活用

も見据えながら、しっかりと検討していく必

要があると考えておりますし、場所の検討を

含めプール跡地に固執せず、河北町の防災の

拠点としてどういったものが必要なのか、丁
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寧に検討を進めていく必要があると考えてお

ります。 

   こうした考え方に立ちまして、先般お示し

いたしました令和３年度策定の財政計画に合

わせた実施計画におきまして、今後、防災減

災機能・装備検討委員会を組織し、防災施設

の在り方をしっかりと検討していく考えを示

させていただいたところです。 

   また、既存施設の活用といたしましては、

令和７年度以降、長寿命化のための工事を想

定する必要がある河北中学校の検討につきま

して、他の自治体でも進められております防

災機能を有する学校の事例なども参考にしな

がら、防災機能の整備という視点からの検討

も必要になってくるとの考え方をお示しした

ところでございます。 

   ２つ目の公民館機能の在り方でございます

けれども、他の地区の農村環境改善施設のよ

うな施設を新たに建設し維持していくことは、

将来の財政運営の見通しの上に立って慎重に

検討する必要があり、地域交流の場の建設を

検討する上では、基本的には田井ふれあいセ

ンターのように、地域の自主性の下に建設さ

れることが望ましいと考えているところでご

ざいます。 

   ３つ目のプール跡地の計画につきましては、

町民会議の皆様にも何度もご議論を重ねてい

ただき、そして昨年12月の定例会におきまし

てご可決いただきました第８次総合計画の基

本計画において「町民プール跡地などを活用

した宅地開発を検討するなど、若者に魅力の

ある住環境を整備促進し、若者の地元回帰と

転出抑制を図る」と明記したところでござい

ます。 

   現在の人口減少課題に対応する重要な施策

として、子育て世代を念頭に置いた住環境の

整備という方向性を持って検討してまいりた

いと考えております。また、新たな住居の整

備という視点におきましては、今後そこで暮

らす方々は谷地南部地区の一因となることか

ら、住民の皆様からもご理解とご協力をいた

だきながら施策を進めてまいりたいと考えて

いるところであります。 

   ２点目の行政と地域の意見交換会を今後も

継続して開催し続けることについて申し上げ

ます。 

   ９月30日に南部地区防災コミュニティーセ

ンター建設要望に関する意見交換会を開催い

たしました。参加者は、南部地区自主防災会

の区長の皆様と、町からは総務課の防災危機

管理室、まちづくり推進課職員が出席させて

いただきました。 

   意見交換会の中では、要望について町とし

ての整理点と検討状況について説明をさせて

いただいた後、参加者の皆さんからご意見を

いただきました。参加者の皆さんからは、宅

地開発の目的は何か、河北町は宅地が足りな

い状況ではないと思うので、谷地南部地区の

福祉避難所という想定で建設をお願いしたい

などのご意見をいただいたところです。また、

まちの考えを示してほしいという話もいただ

きましたので、今後とも地区の方からのご意

見を伺いながら議論を深め、進めていきたい

と考えております。 

   ３点目の、建設資金について、災害を受け

た町として国費率の高い都市防災総合推進事

業（防災・安全交付金）を研究すること、ま

た、舟形町などの防災福祉避難所や防災セン

ター建設費用の国の補助率を検討することに

ついてという点について申し上げます。 

   社会資本総合整備交付金のメニューの中に

都市防災総合推進事業がございます。その中

に地区公共施設等整備があります。これは、

都市の骨格となる避難地等の整備に加え、地

区レベルのきめ細かい防災対策として、防災

上危険な密集市街地等における道路・公園等
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の地区公共施設や津波避難タワー等の避難場

所の整備などにより、災害時の初期段階での

避難活動、消防活動等の円滑化を図ることを

目的とし、避難センターや備蓄倉庫などの施

設が交付対象となっております。交付率は、

工事費で２分の１、用地費については３分の

１となっております。 

   対象となる地区要件は、災害の危険性が高

い区域を含む市街地、大規模地震発生の可能

性の高い地域、重点密集市街地を含む市、Ｄ

ＩＤ地区、いわゆる人口集中地区となってお

り、さらに対象となるためには災害対策基本

法に基づく指定緊急避難所であること、災害

対策基本法に基づく地区防災計画に位置づけ

られていること、指定緊急避難場所に必要な

最低限の機能として整備すること、この３つ

の要件を満たすことが必要となっております。 

   また、さきに申し上げましたが、10月28日、

区長会谷地支部で舟形町の福祉避難所「てと

て」及び防災センターを視察研修されました

が、区長会からお声がけをいただき、町から

も防災危機管理室とまちづくり推進課職員２

名が一緒に視察させていただきました。舟形

町の施設では、社会資本総合整備交付金を活

用し２分の１の補助を受け、さらに過疎債を

活用した事業とお聞きしたところです。防災

施設の在り方を検討していく上では、本町と

して活用できる補助制度についても研究して

まいりたいと考えております。 

   ４点目の町が計画しているプール跡地を活

用した住宅整備の内容について申し上げます。 

   第８次河北町総合計画の基本計画の第１章

第３節におきまして、人を呼び込む移住支援

の施策の一つとして、「町民プール跡地などを

活用した住宅開発を検討するなど若者に魅力

ある住環境を整備促進し、若者の地元回帰と

転出抑制を図ります」としております。さら

に、総合計画に基づく施策を実際に推進する

ために、財政的な裏づけを持たせながら短期

間の具体的事務事業を定める実施計画におき

まして、プール跡地を活用した新たな住環境

の整備を重点事業として位置づけ、議員の皆

さんにもご説明させていただいているところ

であります。 

   この住環境整備に向けましては、町外へ転

出した子育て世代が地元回帰し中長期的に住

み続けられる住宅、子育て世帯に対して訴求

力のある居住環境機能が求められると考えて

おります。このことから、整備方針といたし

ましては、次の２つを考えております。 

   １つ目は、地元回帰子育て支援賃貸住宅と

して３ＬＤＫ、２階建てメゾネットタイプを

想定しております。町内において３ＬＤＫの

賃貸住宅はほとんどなく、広さ的には子育て

世帯にとっては必要な大きさと考えますが、

家賃が高額になるため、子育て世帯にとりま

しては借りにくく、整備する民間事業者とし

ては借り手が限定的になるため、行政が関与

して整備する必要があると考えているところ

であります。 

   ２つ目は、地元回帰子育て世帯支援分譲住

宅として、子育て世帯が住みやすいような敷

地確保を考慮した分譲も検討しているところ

であります。 

   ５点目の、令和４年度に調査と設計で200

万円、令和５年度に２億4,000万円で整備とあ

るが、その中身について申し上げます。 

   議員の皆様には、11月15日の全員協議会に

おきまして、令和３年度の財政計画及び実施

計画についてご説明をさせていただきました。

その中の第１章、つながりを生む住みよい町、

第３節、若者が選ぶまちづくりの中の施策、

人を呼び込む移住支援に地元回帰促進住宅開

発事業として、令和４年度に調査・検討・設

計費用として200万円、令和５年度に整備費用

２億4,000万円の事業費を計上しております。
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令和４年度は事前調整の基本的条件の整理、

基本設計、地質調査などを想定しております。

令和５年度は、造成工事や賃貸住宅等の整備

費用などを想定し計上したものであります。 

   旧町民プール跡地につきましては、住環境

として、道路や学校を含む周辺施設などの立

地条件を生かし、有効活用することにより、

子育て世代や若者世代への定住支援につなげ

てまいりたいと考えております。 

   次に、町内へ企業進出している株式会社メ

イコーについて、天童西工業団地への進出決

定の報道がなされた。なぜ、長年にわたり操

業している河北町に誘致がかなわなかったの

か、この点についてお答え申し上げます。 

   １点目の、株式会社メイコーの業務拡張の

打診は河北町になかったのか、あったとすれ

ばどのように対応したのか、２点目の、天童

市へ進出することで400人規模の雇用が見込

まれるとの報道がある、河北町へ進出が決定

して入れば、町内経済や移住・定住、若者定

着へ大いに期待されたことに対する認識につ

いて、３点目の、天童工場完成後、谷地工業

団地内にある谷地工場はどのようになるのか、

併せて申し上げたいと思います。 

   株式会社山形メイコーのご担当の方より、

令和３年４月中旬頃に、町内で工場を建設す

る上での空き用地の照会がございました。内

部で検討し、早速担当者が出向き、花ノ木工

業団地の分譲可能な資料、併せまして優遇制

度の資料を持参の上、ご説明をさせていただ

きました。その際、工場拡張の具体的規模や

条件等の話はなく、町の立地環境を説明させ

ていただき、花ノ木工業団地への進出のお願

いをしたところでございます。 

   その後、内容を把握するため、再度訪問し

確認させていただきましたが、町内での分譲

可能面積では到底足りないため、県内のほか

の分譲地を考えているとの説明を頂戴したと

ころでございます。 

   新たな工場完成後の見通しにつきましては、

谷地工場につきましては、天童工場の操業後

におきましても、これまで同様の操業を続け

ることを確認させていただいているところで

ございます。 

   また、ご質問にある400人規模の雇用が見込

まれることは、町としても報道で承知したと

ころであります。分譲面積からしましても、

大規模な雇用が見込まれ、町内経済や移住・

定住、若者定着へ大いに期待されることは十

分認識しておりますが、このたびの分譲希望

面積に応えられる用地につきまして、現状で

は町内には準備できなかったものであります。 

   以上、お答え申し上げます。 

○漆山光春議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「５番吉田芳美議員」 

○５番（吉田芳美議員） 答弁、まずありがとう

ございました。 

   今日の町長の答弁で、プール跡地の活用は

南部地区防災コミュニティーセンターの建設

ではないと、若者に魅力ある住環境を整備す

るために活用すると、そういうふうな本日の

答弁かなというふうに受け取りました。ただ、

3,000名を超える方々があの地はやはり防災

に使ってほしいと、そういうふうな思いは非

常に高いものがございます。やはり地域と行

政が一体となったまちづくりということを考

えたときに、これを先に先に進めるのではな

く、どのようにしたらやはり河北町全体、そ

して南部地区も含めた防災につながるかとい

うことを十分に私は検討をお願いしたいなと

思います。 

   町民会議の皆さんが幾度となく検討なされ

たと、そして議会にも答申したと、そして手

続を踏んで今に至っていると、そういうふう

なお話かと思います。しかしながら、令和２
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年の７月の豪雨災害はこれまで河北町になか

ったような災害が起きたと、そして国の激甚

災害も受けたと、そして140戸に及ぶ浸水住宅

が発生したと、そして今なお復興の途上であ

るということを考えたときに、私は住宅政策

より優先すべきはやはり防災、人の命を守る

というふうな内容につなげることのほうが重

要かなと認識しております。冒頭に申し上げ

たように、まだまだ継続してお話合いを続け

ていただくということを言っていただきまし

たので、そのとおりにぜひ持っていっていた

だければなと思います。 

   今日の町長答弁で、住宅地開発のある程度

の概要をお話しいただきました。私もこれは

初めて聞いたんですが、子育て世帯の支援住

宅として３ＬＤＫ２階建ての賃貸住宅を建設

すると、町内に大きさ３ＬＤＫの賃貸住宅は

ないと、家賃も高額になるので民間事業所と

しては借手が限定的になるため、行政が関与

して整備をすると。これは将来にわたってこ

の住宅は町が大家さんになって管理するとい

うふうなことになるのか。1,849坪しかない土

地に何軒建てるのか。そういった内容がもし

分かれば教えていただきたいと思います。 

○漆山光春議長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野勝まちづくり推進課長 町民プール跡地の

住宅開発については、現在内部で研究してい

る最中でございます。その中でいろいろメー

カーさんと、あるいは町内不動産業者さん等

からも話を聞きながら進めているところでご

ざいますけれども、このアパート構想につき

ましては、今のところ直接町が直営で管理す

るものなのか、あるいはＰＦＩ等の政策を取

ってするのか、そういったところのメリッ

ト・デメリットも含めまして資本については

検討しているというところでございます。あ

とは、具体的な棟数であったり、どのように

整備していくかも現在検討しているという段

階でございます。 

○漆山光春議長 「５番吉田芳美議員」 

○５番（吉田芳美議員） 平成27年の町の人口は

１万8,952人でした。世帯数が5,865、これは

国勢調査の数字です。そして、令和３年10月

31日現在、１万7,675人ということで、1,277

人が人口減少しましたと。しかしながら、世

帯数は6,269件ということで、404件これは増

加しているんですよ。404件増加ということを

考えたときに、住宅政策は民間がしっかりと

私はやっていると思うんです。そこにあえて

あの用地を潰して住宅だと、その意味がなか

なか地域の方々は理解ができないと、そうい

うふうな声が多数かと思います。 

   平成28年度、河北町に持家を持った人、ア

パートを建設した人、分譲住宅を造った人、

併せまして105件です、105戸。平成29年度は

62戸、平成30年は71戸、令和元年度は60戸、

令和２年度は64戸、そして令和３年度になり

ましても、今南部地区のほうでは十数個のう

ちが建設途上にあります。しっかりと住宅政

策は民間が私はやっているんではないかなと

思います。 

   そして、山形県のほうの今数字発表したや

つは、県のホームページの公開データで一応

調べさせていただいたんですが、先般、大東

建託さんのほうで河北町の住宅地という内容

は非常に高評価、県内２位だということをう

たわれましたが、地価を調べてみましても、

１位が山形市の５万3,800円、そして天童市、

寒河江、上山、新庄、ずっとこう続いてきて、

河北町は平米単価１万9,700円ということで

県内13番目に位置している、やっぱり住宅の

優良地ということに位置づけられております。 

   私が思うに、何であんな狭いところに十数

戸のうちを建ててという内容ではなくて、当

初ヤマザワさんが来たときに、10アールの面

積という内容で商業ゾーン、福祉ゾーン、そ
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して住宅ゾーンという展開がありました。住

宅ゾーンは４万平米の土地が予定されており

ました。ああいうところにやはり町の住宅政

策というやつをしっかりやるんだったら、私

は大賛成です。しかしながら、住宅は増えま

すよと、そして空き家が今増えていますよと、

空き地も増えていますよと。そういったこと

と併せながら、やはり町の住宅政策というや

つはきちんとやっていかなくてはいけないか

なと思っております。 

   今回の一般質問の中で、同僚議員のほうも

そういった空き家対策とか、そういった内容

でお話しする予定になっていますので、私は

触れませんが、私はやはり住宅、住宅という

ことで行政が動くんではなくて、行政本来の

仕事をしっかりして、民間がやるべきことは

民間に任せると、そして導くということを行

政はやっていただければありがたいかなと思

っている次第です。 

   あと、建設資金というお話で、研究してほ

しいという内容で町長の答弁をいただきまし

たが、国土交通省が出している原稿がそのま

まそっくり答弁に置き換わっていました。私

は、要望書を出して11か月経過したわけです

からいろんなところを見ていただいて、南部

地区が求めるものはどんなんだと、シミュレ

ーションでも何でもいいですから、そういう

ふうな建屋を建てた場合、このぐらい国から

お金が来ますよと、そんなことをやっていた

だけるのかなと思っていました。防災ラジオ

も南部地区がどっと皆さんもらっていますよ。

それは浸水区域に当然なっているわけですか

ら、そういうふうなことをやっていただきた

いと。 

   そして、土地はもう既にあるわけですから、

建屋だけですよ。２億5,000万円で住宅を整備

するとなっていますが、２億5,000万円もあれ

ば立派な建物が建ちますよ。そして、南部地

区の交流の場所として、また防災の拠点とし

て、あそこに行けば全て防災の備品がそろっ

ていると、そういうふうなことを描くのが私

は大事かなと思っております。最上川を挟ん

でお隣の東根市、時々現場のほうも私、見さ

せていただいています。道路がどんと切られ

ていまして、そこに道路沿いにずっと面積が

今整備中ですが、すごくやっぱりよくなって

くるのかなと思います。 

   議長にちょっと申し上げますが、一般質問

の通告はしていませんが、もし東根市が西防

災センターを完成した暁には、舞台地区、吉

野地区、荒小屋地区、山王地区、その方が被

害が発生したときの避難所というのは従来ど

おり大富中学校ですよと、東根工業跡地です

よと、そういうふうになるのか。その辺のと

ころの調整なんかはやられているのか。これ

は非常に大事なことです。明日災害が来るか

分かりませんので、これをちょっとお尋ねし

たいと思います。 

○漆山光春議長 「真木総務課主幹」 

○真木秀章総務課主幹 ただいまご質問いただき

ました東根市の施設につきましては、西部防

災センターということで既に工事着手されて、

来年の７月もしくは８月までに完成というこ

とで情報を入手いたしております。ご質問の

内容につきましては、現段階で町として特に

東根市と直接話はしておりませんが、時機を

見てその在り方、考え方、きちんと調整して

対応してまいりたいと、話をしてまいりたい

と考えております。 

○漆山光春議長 「５番吉田芳美議員」 

○５番（吉田芳美議員） なかなか言いにくい話

ですよね。うちの町民をそこに入れてくださ

いよとかというのは。山王地区の方は約２キ

ロメートルぐらい遠くなります。しかしなが

ら、舞台、吉野、荒小屋地区の方はこれまで

の半分の時間帯で移動できるような距離にな
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ります。これはお願いしてもやはり一緒に避

難させていただきたいと、そういうふうにお

願いしたほうが私は町民の命を預かるという

立場の行政からすれば、やっていただかなく

てはいけないことなんではないでしょうか。

その辺のところをしっかり踏まえていただけ

ればと思います。 

   まず、舟形町の防災センター、福祉避難所

という位置づけですので、これは誰でも彼で

もがそこの避難所に入れるわけでは決してな

いわけですよ。ある程度、やはり体に障害を

持っている方を最優先して入れて、そしてや

はり小学校とか中学校とか、ああいうふうな

体育館と違って、やはり整備された状態にな

っていると。ああいうふうな内容がやはりそ

んなに大きくなくても、あのプール跡地に私

はできれば建設を前に進めていただきたいと。

我々も、私のうちからも非常に近いと、そし

て私のうちも浸水区域だと、そういうふうな

ことに当然なります。 

   しかしながら、ひなの湯辺りのお客さんな

んかは万が一泊まっていたときに、夜の夜中

どこに逃げるんですかとなったときに、ちょ

っと離れたところに避難所がありますのでお

客様はそちらのほうにお連れしますと、そう

いうふうなことなんかもできる。あと、谷地

工業団地、研修センター、ちょっとあるので

使わせてくださいと、そういうふうな使い方

もできると。あと、国道通過車両が大地震で

谷地橋が一旦検査のためにストップするとな

ったときの退避所にも使えると。 

   あの立地条件というものはすばらしいもの

が当然ありますので、そして、静かな住宅環

境にはこれはなり得ません。国道が通ってい

ます、県道が通っています、そういったこと

を考えて、あの地を南部地区だけのためでは

なくて河北町全体の防災として、遊休として

使われない土地なんですが、何とかいい活用

方法というやつを行政の皆さんにも職員の皆

さんにも、また今インターネットで聞いてい

る方々にもご検討をぜひお願いしたいなと思

います。 

   令和４年度、令和５年度なんてもうすぐな

ってしまいます。あのときに行政はこういう

ふうに話したんだから承諾を得たんだという

ふうな内容にはならずに、やはりしっかりと

地元の方々とお話をしていただいて、そうい

ったことを問題をクリアしながら前のほうに

進めていっていただければなと思います。そ

のことについて、ぜひ町長の答弁を求めたい

と思います。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 まず、住環境整備、若者定住回

帰、そして定着に向けた住宅政策については

もう民間に任すべきではないかというご指摘

でございますけれども、厳然として人口減少

が加速化している事実はございます。そこは

きちっと踏まえる必要があると思っておりま

す。また、その原因を見ますと、結婚なさっ

たご夫婦間の出生率というよりは、結婚し、

そして子育てにつながる世代が地元に戻って

きていないと、そこが一番の根本的な今直面

している人口加速の現実だと。そこはしっか

り見据える必要があると思っています。 

   そういった中で、単なる出生率、晩婚化、

あるいは結婚しない、そういったところより

も、まず一番急がなければならないのは若者

の回帰であります。それは住環境整備には限

りません。働く場、そしてこれから暮らした

いと思う町の魅力、そして住環境、そういっ

たことがあるわけですけれども、そういった

中で雇用の場の創出、あるいは町の魅力づく

り、そういったことは一つ一つ様々な政策を

積み上げながら、明確なビジョンの下に進め

ていく必要があると思っていますけれども、

住環境の整備ということを考えた場合、確か
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に民間主導というのは基本にあると思います。

ただ現実的に河北町に流出はそんなに変わっ

ていない、依然として続いているという状況

です。 

   そういう中で、回帰という状況も大きな流

れとしてはございます。それがなぜ河北町の

人口減少の加速につながっているかというこ

とで申し上げると、残念ながらというか、こ

れは町長として残念ながらであって、それぞ

れお住まいになるところは皆さんの選択でご

ざいますけれども、山形だったり、天童だっ

たり、東根だったり、寒河江だったり、地元

には戻ってくるんだけれども河北町まで帰っ

てきてもらっていない、この現実があります。 

   そういった意味で町の住宅政策ということ

を考えた場合に、やはり今ある既存の一戸建

ても含めて民間住宅も含めて、空いているス

ペースがあるというのは現実だと思いますけ

れども、そこが若者・子育て世代回帰につな

がる世帯状況になっているかということにつ

きましては、民間任せではなくて行政として

もどういった手法でそこに絡んでいくかと。

もちろん民間住宅、民間基本ということはあ

りますけれども、その中でどういうふうに行

政が関与し、そこにこれからの民間の住宅ビ

ジネスにもつながるような一つのリーディン

グケースとしてのこれまでにないタイプの住

宅を整備する、そういったことについて先送

りできない現状が今あるのかなとも認識して

いるところであります。 

   そういう中で、あのプール跡地につきまし

ては、民間事業者、あるいは様々な方々と住

宅の環境整備ということで考えたときに、あ

そこの場所は立地的にも恵まれているので、

可能性は大いにあるというような感触もいた

だいているところです。あとは、需要者側の

これから子育てする、あるいは子育てを現に

今している、そういった世代に需要と、要は

入居条件と賃貸の民間とは違った支援の要素

が含まれた行政関与と、入りやすい値段で供

給できるスキームを行政関与でつくる必要が

あるのだろうなというところで、これは今年

も研究しますけれども、さらにそこはしっか

り具体的に、今日申し上げました以上のとこ

ろをもっと踏み込んで検討していきたいと考

えているところでございます。 

   あと、２点目になりますけれども、コミュ

ニティー機能も兼ねた防災拠点、私もこの必

要についてはというか、この前、去年の豪雨

災害を踏まえて、今のままの避難所対応では

なかなか厳しいなと。絶対的な量、避難者を

どう受け入れるかという絶対的な数の問題も

ありますけれども、質的になかなか車椅子等

で避難される方が不都合があったとか、実際

南部小学校では体育館のあの入り口までは、

床までは車椅子でも行けるスロープ型になっ

ているんですけれども、最後の畳敷きですよ

ね、体育館とは別に併設になっている集会的

な、あそこに段差があるんですよね。そこに

車椅子で超えられない畳部屋になっていた。

そういったいろんな今の施設をどう質的にも

南部地区の方々からも要望ある、なかなかハ

ンデのある高齢者、あるいは車椅子を使用し

ている方、福祉避難、そこをどう質的に確保

していくかということもございます。 

   そのために、申し上げましたように既存の

施設、学校も含め地区研修センターも含め、

今あるところの防災機能をどう質的に上げて

いくか、様々なニーズに対応していくか、あ

とボリューム的にはどう確保していくか。そ

ういった意味では、ボリューム的にいうと学

校が一番大きいです。そこの学校より使い勝

手、防災拠点という意味からも質的なレベル

を上げていく、そういった可能性も考えてい

く必要があるだろうと。そういったこともし

っかり考えた上で、プラスアルファとしてど
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ういった機能が新たに求められてくるものが

あるのか、どこから優先して手がけていくの

か、そういったことをしっかり考えていく必

要があるという認識でございます。これが南

部地区からのご要望を重く受け止めた私とし

ての方向性であります。 

   それを先ほどの答弁でも触れさせていただ

きましたけれども、今回、実施計画のほうで

もお示しさせていただいていますけれども、

防災減災機能・装備検討委員会、これをしっ

かり立ち上げた上で、そういった既存施設の

活用、改修、そういったことも含めて河北町

に求められる施設をどういうふうに考えるか

ということをしっかり考えていきたいという

ことでございます。 

   急がなければならないだろうというご指摘

も分かりますけれども、しっかりした財政見

通しに立って、様々な防災をめぐる制度も活

用しながら、しっかり研究して既存施設の改

修への対応、そしてそこからどういった機能

が必要なのか、そこはおのずとその機能に着

目したとき、やはりどこにそういった機能を

整備するか、仮に整備する場合どこに整備す

るかというのは大きな問題になってくるかと

思います。 

   それは機能と連動してきますし、あともう

一つは既存の避難所との連携といいますか、

そういうこともあると思います。いろんな地

域の方々が、家族がかなり災害という中で相

当離れているところに整備するということで

いいのか、既存の施設との場所的な関連はど

うするのか、そういったことも含めて、機能

と配置、そういった両面からしっかり考えて

いく必要があるという趣旨を今回の財政計画

のほうにお示しさせていただき、来年そこに

検討を加えながら、今後の防災、安全安心の

環境整備ということの課題につきましては、

地域の方々との議論も重ねながら進めていき

たいと思っております。 

   以上です。長くなって申し訳ございません。 

○漆山光春議長 「５番吉田芳美議員」 

○５番（吉田芳美議員） コミュニティーセンタ

ー、来年になれば当然解体というふうな内容

で、空き地がまた生まれますよと。そして、

あの場所はどういうふうな使い方をするんで

しょうかと。今回、ここに書かれていますア

パート建設、そういったやつがかなわないん

でしょうかというふうな問題とか、あとはあ

まねく工業団地、工業用地を住宅地に転用し

た場所、あそこの使い方をどうするのか。そ

して、町の空き家300件、これの有効活用、そ

ういったことも含めてやはり住宅政策という

やつは非常に大事な問題かなと思っています

ので、いろいろご検討をお願いしたいと思い

ます。とにかく前に前に進めるというふうな

内容ではなくて、やはり災害が起きたという

経験を踏まえて、やっぱり地元の方々とじっ

くりと腰を据えて継続した話合いというやつ

をぜひお願いしたいと思います。 

   最後の質問になります。メイコーさんの問

題になります。メイコーさんがあんなにすば

らしい会社だというのは、多分皆さんご存じ

ないんではないかなと思うんですよね。そし

て、今回天童工場のほうに進出したという内

容で私も新聞を見てびっくりしました。その

前からちょっと情報は持っていました。その

前の情報というのは、やはり一年前、一部上

場にくら替えしたときに、何でそこでそうい

うふうな問題があったのかということを考え

たときに、会社はやはり動き出しているんで

すね。これは６月頃ですよ。そして、町のほ

うに４月に話があったと。 

   そして、どのような話があったのか分かり

ませんが、町長の答弁では、ご用意できる土

地は花ノ木しかありませんよと、そういうふ

うな内容で引き下がった。しかし、200億円の
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投資をして天童の西工業団地のほうにメイコ

ーさんが進出するということを新聞報道で知

ったとき、これが河北町に来てくれたらどん

なにまちづくりの柱になっていたんだろうか

ということで、やっぱり私的に非常に残念で

す。 

   ある大きな会社の社長もそのようなことを

言っていました。何で町のほうは空いていま

せんということでただ単にお断りしたんだと。

どういうふうな企業を建設するのかと、建屋

を建設してどんなことをやるのかと。これほ

ど大きい投資をしてくださるような一部上場

の会社が河北町にはあったわけですよ。それ

を何でみすみす天童市に取られるようなこと

になったのかと、それが非常に残念でならな

いと。もし、土地がなかったら、土地が用意

できるような工夫、検討をなされたのか。そ

れは役場の一部の担当者、また課長さんが

様々やったのか、それとも町挙げて何とか受

け入れようというふうなことの動きをやった

のか。その辺のところが私は次に生かしてい

ただきたいなと思います。非常にこれは残念

でなりません。 

   今、360人近くの方が谷地工業団地のメイコ

ーさんで働いています。このまま事業は継続

しますよというふうなことを言っていただい

ていますが、やはり工場そのものを見ますと、

いろんなところで劣化が始まっています。そ

して、設備産業です。常に新しい機器に更新

をしなくてはいけないということを考えたと

きに、永劫未来ずっとあそこにいていただけ

るかと。押切にあった小堀製作所さんのよう

に、西川をなくしましたと、河北をなくしま

した、そして大江に併合しましたと。そして、

今は空き家になっていますよと、ああいうふ

うなことにならないのか。そういったことを

考えたときに、やはりメイコーさんが河北町

に話を持ちかけてくれたと。そういったとき

にどれだけの受入れをやろうとしたのか。そ

の辺のところをちょっとお聞かせください、

短く。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 メイコーさんが町のほ

うに工場の分譲地についてお問合せがあった

ときには、具体的には幾らの面積というふう

なお話はございませんでした。当然、谷地工

業団地は分譲できる土地がなく、花ノ木工業

団地を紹介したわけでございますけれども、

現在、花ノ木工業団地の残りの面積につきま

しては、３区画で１万7,500平米が分譲できる

可能な土地になっております。それで、それ

では足りないんだということで、こちらで断

ったわけでなくて断念したというふうな形に

なります。６万5,000平米、今回天童のほうに

購入されたということですけれども、やはり

６万5,000平米の土地となりますと、こちらの

ほうではどうしてもご用意ということはでき

ないというようなことになってございます。 

○漆山光春議長 「５番吉田芳美議員」 

○５番（吉田芳美議員） ６万5,000平米というの

は、天童西工業団地、あの辺一帯が６万5,000

という内容に多分なったんだと思います。そ

の辺のところの経緯というやつはよく分かり

ませんが、ただ用意できないからということ

ではなくて、用意したらどうなるのかなとい

うことの検討が本当になされたのかなという

ことをちょっと考えてしまいました。 

   というのは、今から工業団地の空きが全く

なくなるわけですよね。工業団地としての分

譲するところが全くなくなる。ということは、

今後新たに工場進出できませんかと来たとき

に、土地ありませんと、ですから河北町は企

業誘致を行いませんと、そういうふうなお話

をするのか。やはりできる用意、例えば農地

から工業用地に転用するのが急いでどのくら

いできるとか、そういったことまで含めてや
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っぱり私は検討してもよかったんではないの

かなと思います。 

   400人の若者が来るということは、理工系の

優秀な学生さんが研究すると。そして、物作

りをする社員も出てくると。そんなことを考

えたときに、河北町としてはすごいやっぱり

発展につながるのかなとは思います。そのき

っかけをメイコーさんはやっぱり与えてくれ

た。何でそれを受け入れていただけるような

ことにならなかったのか、それが非常に私は

残念でなりません。そして、一部の人しか分

からない、我々も新聞を見て知ったと、そん

な状況が本当にこの町の企業誘致ということ

を考えたときにどうなんだろうと、そういう

ふうな疑問を持ちました。 

   時間になりましたので、これにて私の一般

質問を閉じさせていただきます。ありがとう

ございました。 

○漆山光春議長 以上で５番吉田芳美議員の一般

質問を終わります。 

   ここで10時15分まで休憩とします。 

     休 憩  午前１０時０３分 

     再 開  午前１０時１３分 

○漆山光春議長 休憩を解いて再開します。 

   次に、３番槙正義議員の一般質問を行いま

す。 

   「３番槙正義議員」 

○３番（槙正義議員） おはようございます。 

   ３番、一般質問を行います。 

   質問事項の第１といたしまして、消防団の

待遇改善と団員の確保についてお伺いしたい

と思います。 

   近年、全国各地で火災や地震、豪雨など災

害が多発する中で、各地の消防団は消火活動

や災害防御、住民の避難誘導、救出など、地

域の防災、消火の中核的役割を担っていただ

いております。このように消防団の役割と活

動は地域住民の安全・安心を確保する上で極

めて重要な役割を果たしておりますが、全国

的に団員の減少が続くなど極めて厳しい状況

にあります。 

   また、近年、風水害を中心とする災害も多

発・激甚化する中、消防団に求められる役割

は多様化・複雑化しており、消防団員の負担

が増加していると言われております。 

   こうした中で、消防庁は団員の活動に対す

る処遇改善と団員の新規加入促進に関して、

消防団員の処遇改善等に関する検討委員会を

立ち上げ検討してまいりました。 

   そこで質問の第１として、消防庁はこうし

た検討会を受けまして、今年４月に消火活動

や災害救助に従事した消防団員の待遇改善を

全国の自治体に通知したところであります。

消防庁が県を通じまして、各市町村に通知し

た消防団員の待遇改善策の主な内容について、

まずお伺いしたいと思います。 

   ２つ目に、新聞報道も４月14日にありまし

たが、消防庁は来年の３月までに各自治体に

対して待遇改善策の検討を行って、具体化に

向けた条例改正を行うなど、必要な見直しを

促すとしていますが、本町の現在の検討状況

と今後の対応についてお伺いしたいと思いま

す。 

   ３つ目でございます。本町消防団も団員の

減少が続いておりますが、今後の団員の確保

についてお伺いしたいと思います。本町の消

防団員の条例定数は実員数と大きく乖離して

いることから、今年の４月に条例定数、これ

までの565人から515人に引き下げましたが、

現在の実員数は何名なのかお伺いしたいと思

います。 

   少子高齢化及び就労形態の変化から見て、

団員の新規加入は大変厳しい状況下にあると

考えますが、今後、どのような方法で団員確

保に努め、町民の安全・安心を守っていくか

お伺いしたいと思います。 
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   さて、質問事項の大きな２番として、学校

給食の段階的無償化に向けた検討と町内産食

材の活用についてお伺いしたいと思います。 

   学校給食は、学校給食法に基づき実施され、

成長期にある児童生徒の心身の健全な発達の

ため、栄養バランスの取れた豊かな食事を提

供することによって、健康の維持、体位の向

上に加え、食に関する指導を効果的に進める

大変重要な教材としての給食の時間を活用す

ることができるとしております。 

   また、学校給食に地場産物を活用し、郷土

食や行事食を提供することを通して、地域の

文化や伝統に対する理解と関心を深めるなど、

高い教育的効果が期待されるとしております。 

   学校給食の経費でございますが、ご案内の

ように実施に必要な施設、設備に要する経費、

その運営に要する経費は設置者の負担と位置

づけられ、それ以外の経費は保護者の負担と

なっており、具体的には給食の材料費が保護

者の負担となっております。各市町村は、積

極的な子育て支援策として、児童生徒を社会

全体で子育て支援を行う施策を充実させ、給

食費の一部助成、あるいは全額助成の市町村

が増えてきております。 

   そこで、質問要旨の第１として、今人口減

少、少子化に歯止めをかけ、町の子育て支援

策として、給食費の段階的無償化の検討を急

ぐべきと考えますが、お伺いしたいと思いま

す。 

   学校給食の保護者負担は、児童生徒１人約

５万円から６万円年間かかると言われており

ますが、学校に納める給付金の中で最も高く、

貧困対策はもとより、子育て支援、少子化対

策として各自治体は保護者負担の軽減策を打

ち出しております。 

   本町は、第８次河北町総合計画の中で、オ

ールかほくで応援する子育て支援策として、

結婚・出産・子育てまでの切れ目ない具体的

施策を展開しており、学校給食支援事業とし

て給食費の保護者負担の軽減、小学校１食24

円、中学校１食26円の助成を行っています。 

   近隣の市・町でも、保護者負担の軽減策を

打ち出し、特に隣接する寒河江市は、小中学

校の給食費の全額助成を今年度からスタート

させ、子育てに本気で取り組んでおります。

本町においても、学校給食支援事業を拡大し

て、無償化を進める具体策を示し、子育てし

やすいまちづくりを目指すべきと考えますが、

町長のお考えをお伺いします。 

   なお、11月15日に議会に示されました第８

次河北町総合計画の令和３年度から令和５年

度までの財政計画及び事業実施計画の中で、

令和４年度から学校給食に対する新たな支援

として、小中学校の給食費の２分の１、半額

助成の説明がありましたが、段階的無償化を

展望するとき、給食費の半額助成の計画を高

く評価したいと思います。実施計画で示され

ました給食費の２分の１、半額助成は大きな

一歩でありますが、無償化に向けた町の今後

の検討について改めてお伺いをしたいと思い

ます。 

   私は、学校給食は学校教育の中で、食育の

推進という観点からも大変重要な教育的役割

を果たしており、児童生徒の給食費の保護者

負担が各自治体の財政事情によって異なるこ

とに疑問を感じております。国は、学校給食

の無償化実現に向けて、積極的に自治体に対

し財政支援を行うべきと考えますが、町長の

認識についてもお伺いしたいと思います。 

   第２に、本町の第３次河北町食育推進基本

計画によりますと、学校給食における町内産

食材、特に野菜、果物、豆類の使用率25％以

上の目標を定めておりますが、現状の実態と

その取組についてお伺いしたいと思います。 

   質問事項の第３として、防災ラジオ整備事

業の対象者世帯の拡大についてお伺いしたい
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と思います。 

   本町は、災害などの緊急情報は、町の防災

行政無線で町民に緊急連絡し、災害に備える

ことにしておりますが、昨年の豪雨災害時の

教訓などを生かし、防災情報を確実に町民に

届けるため、情報伝達手段の多様化を図り、

いち早く避難行動につなげることを目的に防

災ラジオを整備してまいりました。 

   そこで、質問の第１として、防災ラジオ整

備事業は、令和２年と令和３年の２か年にわ

たって、ハザードマップで示されます立ち退

き避難地区等、75歳以上で単身世帯と75歳だ

けの世帯に対して約130個の無償貸与が行わ

れました。これらの地区におけるその他の避

難困難者である身体障害者手帳１級または２

級所持者をはじめ、避難行動・要支援者に該

当する方への無償支給拡大についてお伺いし

たいと思います。 

   ２つ目には、多発する災害に対し、町の防

災行政無線による緊急情報伝達のほか、より

安心を高めるため、防災ラジオの購入を希望

する世帯に対して購入支援を行うことについ

てもお伺いしたいと思います。 

   以上、再質問を留保して、一般質問を終わ

ります。 

○漆山光春議長 ３番槙正義議員の一般質問に対

する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ３番槙正義議員の一般質問にお

答えいたします。 

   最初に、消防団員の待遇改善と団員確保に

ついてお答え申し上げます。 

   １点目、消防庁が今年４月、市町村に通知

した消防団員の待遇改善策の主な内容につい

てでございます。 

   この通知の主な内容でございますが、非常

勤消防団員の報酬等の基準を踏まえ、各市町

村において消防団員の報酬等の見直しを検討

すること、また、本来団員個人に直接支給す

べき経費と、消防団や分団の運営に必要な経

費は適切に区別し、それぞれを各市町村にお

いて適切に予算措置すべきであることなどが

示されております。 

   このうち非常勤消防団員の報酬等の基準で

は、年額報酬について、団員階級の者は年額

３万6,500円を標準とすること、災害に関する

出動報酬は１日当たり8,000円を標準にする

こと、報酬及び費用弁償は、消防団員個人に

対し、活動記録等に基づいて市町村から直接

支給することなどが示されております。 

   ２点目の、消防庁は来年３月まで各自治体

に対し、改善策の具体化に向けた条例改正を

行い、必要な見直しを促しているが、本町と

してどのように対応するのかという点でござ

います。 

   １点目で申し上げました消防庁通知には、

令和４年４月１日から改定すること、併せて

予算については令和４年度当初から必要な額

を計上することも示されております。 

   本町における一般団員の報酬については、

年額１万6,000円としており、また災害時の出

動手当については今年４月に引き上げ、最初

の４時間の活動では1,350円、４時間を超え８

時間までの活動で2,700円となっております。 

   消防庁通知を受けた町としての対応でござ

いますが、先般お示しいたしました第８次総

合計画実施計画にございますとおり、令和４

年度より火災・災害時の出動に対する額の引

上げを検討しております。具体的には、災害

時の出動報酬を日額8,000円、火災時の出動報

酬については、最初の４時間までを4,000円、

４時間を超えた場合は8,000円としたいと考

えております。また、従来の手当ではなく報

酬として支給する考えであり、令和４年３月

定例会において、関係条例の一部改正に関す

る議案を上程させていただきたいと考えてい
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るところでございます。 

   なお、団員の年額報酬につきましては、か

ねてより報酬や手当の引上げよりも団として

の装備品の充実を優先してきた経過があるこ

と、また、団員より上位の階級にある者との

比較において、業務の負荷や職責等を勘案し、

均衡の取れた額とする必要がございますので、

現状のまま据え置きさせていただく考えであ

ります。 

   また、その財源は地方交付税で措置されて

いるところですが、具体的に申し上げますと、

令和３年度の交付税の算定を例に取りますと、

人口10万人都市で、これは交付税算定の標準

団体ということになりますけれども、10万都

市で団員583名を標準に算定されております。

本町の団員は500人ほどでありますので、団員

の数は標準団体と600人弱、500人という差で

ございますけれども、人口については10万人

ということで、本町の人口の６分の１という

ことになります。したがって、その算定され

る額もおおむね６分の１の水準に留まってい

るという状況でございます。 

   昨年の７月豪雨の災害におきましては、町

民の皆様の懸命な判断と行動により人的被害

はなかったわけですが、消防団員がいたから

助かったと証言される方が多くおられるなど、

その功績は誰もが認めるところであります。

今後とも、消防団員の方々の職責に応えられ

るよう、支給額の引上げなど、活動に見合う

内容とする考えでございます。 

   ３点目の、現在の消防団員の実人数と、ど

のような方法で団員募集に努め、町民の安全

を確保していくかについて申し上げます。 

   消防団員の定員につきましては、今年４月

から従前の565人から515人に見直しを図った

ところであります。現在の団員の実人数は473

名でございます。充足率は91.8％にとどまっ

ている状況でございます。新たな定員設定に

際しましては、地域の実情を考慮しながら、

消防車両等の操作と後方支援を含め、消防活

動に必要な人員数を基礎としておりますので、

定員に満たない現状、団員の確保は課題だと

認識しております。 

   団員募集につきましては、現状として、消

防庁のポスター掲示や広報かほく、町のホー

ムページでの記事掲載を通して勧誘しており

ますほか、町役場の職員を対象に加入を促し

たり、地域の実態をよく知っている消防団員

による声がけを継続的にお願いしたりしてい

るところでございます。今後につきましては、

特に団員が少ない町内会に対して呼びかけを

行い、少しでも定員に近づけられるよう努め

てまいりたいと考えております。 

   また、今年度、県に提出いたしました西村

山地方重要事業要望書では、他県でも実施し

ている消防団活動協力事業所への税制優遇制

度を本県においても実施するよう求めており

ますが、私としてもこうした要望活動も継続

していく必要があると考えております。 

   次に、学校給食の段階的無償化に向けた検

討と町内産食材の活用について申し上げます。 

   １点目の、学校給食費の保護者負担は、年

額５万円から６万円と学校に納める納付金の

中で最も高く、貧困対策はもとより、子育て

支援、少子化対策として近隣市町では一部助

成から無償化に移行する自治体が出てきてい

る。本町においても積極的支援策として無償

化の検討を急ぐべきと考える、このことにつ

いて申し上げます。 

   本町の学校給食費は年間で、小学校が５万

3,095円、中学校が５万6,917円の保護者負担

をいただくことになっております。議員ご承

知のとおり、令和２年度の学校給食費値上げ

の際に、小学校で１食当たり24円、中学校で

１食当たり26円の支援を実施しました。現在

は小学校が４万8,655円、中学校が５万2,419
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円の保護者負担となっている状況です。この

ほか、要保護・準要保護児童生徒援助費支給

制度により、対象者に対しましては学校給食

費を全額、県または町で支給しております。 

   令和２年度には保護者の経済的負担を軽減

し、子育てを支援することを目的として、さ

きに述べた学校給食費の支援を開始しており

ますが、令和４年度から保護者のさらなる負

担軽減を図るため、子育て支援対策を拡充す

べく、来年度の予算編成に向けまして、小学

校及び中学校の学校給食費の２分の１相当の

支援を実施する方向で検討を進めております。 

   学校給食費無償化につきましては、財政負

担も大きく、今後の財源確保の見通しも踏ま

えながら、子育て支援施策全体の中で検討し

てく必要があると考えておりますし、また自

治体の財政力の強弱により保護者の負担に格

差が生じることは望ましくないと考えてもお

ります。したがいまして、町村会等を通して

国や県に対し、学校給食の無償化の実現に向

けた地方財政措置、あるいは財政支援を行う

よう要望していきたいと考えております。 

   ２点目の、第３次河北町食育推進計画によ

れば、学校給食における町産食材の使用目標、

これは野菜・果物・豆類等になりますけれど

も、使用目標を25％以上としておりますけれ

ども、その現在の状況ということについて申

し上げます。 

   令和２年度の学校給食における町産食材の

使用率は15.3％でございます。豪雨災害等の

影響もあり、平成28年度から令和２年度の５

年間で最も低い使用率となりました。第３次

河北町食育推進計画の使用目標である25％に

は達しておりません。 

   本町では、食育活動の一つとして、地域の

伝統的な食文化や地産地消について子供たち

が関心と理解を深めることができるよう、学

校給食の献立で地域の伝統的な郷土料理など

を提供したり、給食だより等で毎月紹介しな

がら、子供たちが地域の伝統的な食文化や地

産地消について関心と理解を深めることがで

きるよう、町産食材の利用に努めております。 

   また、地産地消は、町産の食材を使用する

ことだけではなく、生産と消費を結びつけ、

「顔が見え、話ができる」関係づくりを行う

取組でもございます。本町におきましては、

生産者の方々との交流給食を毎年実施してお

り、食材についての説明や生産した農家の皆

さんの思いなどについて、子供たちにお話を

いただいているところでございます。 

   令和２年度はイタリア野菜、今年度は大豆

の生産者の方及び河北町産大豆を原料に納豆

を製造している生産者の方々と交流を予定し

ております。また、今年度は地域おこし協力

隊が作成いたしました生産者の方々へのイン

タビュー、収穫や製造工程などの動画の紹介

も予定されております。 

   学校給食は大量に調理をすることから、品

質がそろっていないと調理の効率が悪くなり、

学校への配送時間の遅れが生じたり、廃棄部

分が大量に出たりすれば、予定の食材量を確

保できない状況にもなりかねません。このよ

うなことから、町産食材の使用率向上に向け

て安定的な納入に協力いただけるよう、この

12月にも町と生産者、納入組合との話合いを

初めて実施する予定でございます。こういっ

た町産食材の安定的な納入に向けた体制づく

りを進めながら、使用率の向上と食育の推進

に努めてまいります。 

   次に、防災ラジオ整備事業の対象者世帯の

拡大についてお答えいたします。 

   １点目のハザードマップで示されている立

ち退き避難地区における75歳以上の単身世帯

と75歳以上だけの世帯以外の避難行動要支援

者への防災ラジオ支給拡大について申し上げ

ます。 
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   かねてから、防災行政無線の放送が聞こえ

ない、あるいは聞き取りづらいという課題が

あり、令和３年１月から防災ラジオを導入す

ることで情報伝達の手段を拡充いたしており

ます。防災ラジオにつきましては、要綱を定

めた上で、洪水時または土砂災害時に水平避

難、いわゆる立ち退き避難が必要な地区に居

住する75歳以上の方のみで構成されている世

帯のほか、各自主防災会会長、区長や要配慮

者利用施設に対して対応しております。 

   町といたしましては、議員ご提案のとおり、

当該地区に居住する75歳に満たない方でかつ

一定の障害のある方などの避難行動要支援制

度個別計画作成対象者に貸与の範囲を拡大す

ることにつきましては、必要と見込まれる戸

数を積算するなど、今後検討を進め、実現に

向けて準備を進めてまいりたいと考えており

ます。 

   ２点目の防災ラジオを希望する全世帯に対

して購入支援を行うことについてということ

でございます。 

   災害が発生するおそれがある場合、もしく

は災害が発生した場合に、町が発信する避難

情報等の伝達手段といたしましては、防災行

政無線による放送、町のホームページ、メー

ルマガジン等による告知、携帯電話やスマー

トフォンにプッシュ型で情報を発信するエリ

アメール、県を通じて報道機関等に情報提供

することで町民の方々にお知らせするＬアラ

ートなどがございます。また、防災行政無線

の放送を補完する手だてとして、あらたにテ

レホンサービスも導入し提供しております。 

   ご質問の防災ラジオもまた非常時の情報伝

達において有効な機器となっているわけでご

ざいますが、ただいま申し上げましたとおり、

テレビや携帯電話等により情報を得ることも

可能でございますので、防災ラジオの購入支

援につきましては、そのニーズ把握を行い、

検討する必要があると考えております。 

   以上、お答え申し上げます。 

○漆山光春議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「３番槙正義議員」 

○３番（槙正義議員） ありがとうございました。 

   再質問させていただきますが、最初に消防

団の待遇改善と団員確保について、そのうち

で消防庁が今年４月に市町村に通知した待遇

改善の概要について、町長答弁３点ぐらいの

説明がありましたので、これは理解をさせて

いただきたいと思います。 

   そして、問題は２点目の消防庁が示した改

善策を受けて、各自治体がどういうふうに検

討して、そしていわゆる改善策を町民、市民

に示していくかということで、その作業状況

について中間的にお尋ねをしたところでござ

います。具体的なこの内容については、３月

定例会とあるいはその前の各委員会とかでの

やり取り、協議事項がありますので、柱立て

について今お答えありましたので、お話をさ

せていただきたいと思いますが、まず第１点

は、この令和２年７月の豪雨災害時の消防団

の皆さんのご苦労を受けて、本町においては

いわゆる最初の４時間は1,000円から1,350円、

そして４時間を超える８時間までは2,700円

ということで改善をしたところでございます

けれども、それを受けて今の答弁ではややそ

の倍近い改善を行う予定をしているというこ

とですが、一つお聞きするのは、この火災と

災害の区分をしっかりと、いわゆる災害の場

合は日額8,000円だと、それから火災の場合は

４時間単位でいわゆる4,000円、４時間を超え

れば8,000円と区分をしたと。 

   さらに、この具体的なところでは触れてい

なかったんですが、手当、報酬について、団

員に直接支払うということについて、本町は

どのように今検討されているのか。あるいは、
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現状は直接ではなくて、部とか消防団の班を

通じて支払われているのか、ここの辺につい

てお尋ねをしたいと思います。 

   それから、一般団員の年額報酬について、

３万6,500円ということで消防庁としては標

準とするということでありますけれども、実

際問題として地方交付税の措置のところで、

その10万人、あるいは団員として583名を標準

としているというところで、毎年一般団員の

ところは据え置かれているわけですし、さら

におおよそ６分の１の水準だから、今はたし

か１万6,500円ということなんでしょうけれ

ども、このままずっとこういういわゆる一般

財源、交付税措置というのは、何といいます

か、この10万人、583名というのは変更されな

いとすれば、ずっとそのままになっていくと

いうことなのかどうかですね。 

   私は、一般団員をある程度高くして、その

次に班長さんというのはいるんでしょうけれ

ども、その比較としては水準を保たなければ

ならないと思いますけれども、要するに今消

防団員が非常に欠員が多い状況になっていま

すので、企業でいえば、いわゆる新規採用者

の報酬といいますか、賃金みたいなものでや

っぱり一般団員を少し一定程度高くしておか

ないと、ますます団員募集してもやっぱり魅

力がないというふうになってくるんではない

かという危惧もしますので、この交付税算定

という非常にハードルの高いものがあって、

この認識についていくと６分の１にとどまっ

ているということについて、私は非常に疑問

を感じるところでございますが、今何点かお

話をさせていただいたことについて。 

   もう一つです。今回は出動手当から出動報

酬ということで名称も変えている、その背景

というのはどういうところにあるのかという

ことも含めてお話をいただきたいと思います。 

○漆山光春議長 「真木総務課主幹」 

○真木秀章総務課主幹 申し上げたいと思います。 

   まず、１点目にいただきました火災と災害

の区分ということのご質問だったかと思いま

すが、まず火災につきましては、119番通報、

消防のほうに通報になって、そこから団長以

下各消防団も出動ということになるかと思い

ますので、これが火災出動という位置づけに

なると考えております。災害となりますと、

まさに昨年の７月、我々経験いたしましたよ

うなああいう災害が起きましたら災害出動と

いうことで、それに基づいた報酬額というこ

とになると、今のところ認識でおります。で

すので、改めてですが、災害出動の場合は１

日当たり8,000円、火災出動の場合は４時間ま

でが4,000円、８時間までとなると8,000円と

いう基準を設けたいという現段階の考えとい

うことを申し上げたいと思います。 

   ２点目ですが、直接支給、直接支払につい

てのご質問をいただきました。現状といたし

ましては、各部ごとに半年に一度報酬を支払

いさせていただいているという現状でござい

ます。この件につきましては、今回取り上げ

ていただいております消防庁の通知におきま

しても、個人支給が求められているところで

もありますし、かねてより消防団のほうと個

人支給に向けて協議を進めておりまして、な

お、来年度から個人支給に切り替えるという

方向性で現在も協議を続けている段階にあり

ます。 

   ３つ目の交付税措置について、６分の１と

いうことに大変疑問を感じるということで、

議員の見解もお示しいただいた上でのご質問

だったかと思うんですが、確かに６分の１、

国の立場からすれば交付税措置をしています

か問われれば、していますよということにな

るんだとは思うんですが、現実そこに至って

いないという状況にあります。交付税を引き

上げてくださいという要望はなかなか単独の
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町で国に対してというのは難しいかとは思う

んですが、先般、先月の17日ですか、全国の

町村長大会が行われて、その際にも国に要望

書が提出されております。様々な項目があっ

た中で、この消防団につきましても要望書の

項目の一つとして取り上げられていたという

ことになります。 

   もちろん、国の中でも消防庁としては予算

獲得に向けて国同士で協議を重ねているよう

でありますが、我々としましては引き続き消

防団の手当拡充のためにもこの交付税措置を

ぜひ引き上げてもらいという要望を続けてい

かなければならないのかなと思うところであ

ります。 

   ４点目、出動手当から報酬へ切り替えるそ

の背景ということでのご質問でございました。 

   消防庁通知によりますと、ほとんどの自治

体で報酬については費用弁償という形で支給

していると。これは好ましくないので、活動

に対する対価としての報酬に切り替えるとい

うような求め方をされたのが通知の内容でご

ざいます。私どもの現状を申し上げますと、

平成31年度の予算のときから、それまでは費

用弁償であったところを謝礼ということで予

算科目を切り替えておりますので、消防庁通

知にありますような費用弁償から支出してい

たわけではございませんが、求められている

ように報酬に切り替えてまいりたいと。今は

謝礼から支出しております。それを報酬のと

ころから支出するように、これは通知の内容

に沿って見直してまいりたいという考えでご

ざいます。 

   以上です。 

○漆山光春議長 「３番槙正義議員」 

○３番（槙正義議員） 何点か具体的にお答えを

いただきましたので、先ほど申し上げたよう

に具体的な検討協議については３月の正式な

議会でやり取りするのが当然だと思いますの

で、もう一点としてお答えいただいた、その

いわゆる一般の消防団員の年額報酬が地方交

付税措置の中で人口10万人、団員583名という

基準がありますよと、そういうところでやや

おおむね６分の１にとどまらざるを得ないと。 

   そういうことを打破するために、様々な手

立てで改善策を執行部の皆さんのほうでもい

ろいろとやっているということでありますけ

れども、この消防庁の改善策が出されたとき

に、当時の武田総務大臣だったと思うんです

けれども、やっぱり消防庁のいわゆる改善策

と財政措置をする財務省との関係については

しっかりと腹合わせしてその改善につながる

ように財政措置を講ずるということなども報

道されておりましたけれども、そういったこ

とと、それからこのいわゆる地方交付税の算

定で人口10万人云々とありますけれども、こ

の1,700ぐらいの市町村がある中で10万人以

下というのは相当あると思うんですね。 

   しかも、何といいますか、広域で過疎地帯

の都市があると。そういう中で消防団が火災

や防災について非常にご苦労をかけている地

帯だと思うんですね。そういう意味ではその

一般団員が圧倒的に多いわけですから、仕事

を出動する方、一般団員のやっぱりしっかり

年額報酬というものを引き上げていくべき考

えだと、そういう方向で検討すべきだと思う

んですけれども、その辺の情報などについて、

もう少しお尋ねをしたいと思いますが。 

○漆山光春議長 「真木総務課主幹」 

○真木秀章総務課主幹 先ほど議員からもござい

ましたように、予算に関する質疑、協議など

は３月になるんだろうかということでござい

ますが、年額報酬に関しましては、町長答弁

にございますように、現時点、据置きとさせ

ていただく考えでございます。理由としまし

ては、町長答弁にございましたので繰り返し

は避けさせていただきたいと思いますが、方
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向性としてはそのように考えてございます。 

○漆山光春議長 「３番槙正義議員」 

○３番（槙正義議員） 答弁の中で、ほかの団員

のクラスと均衡を図るとか、それから、装備

品にその分充てて、そういうところに重点を

置いていくんだということで、むしろ制度的

な見直しよりもそういうところで改善を図っ

ていくという主張が強かったような感じがす

るんですけれども、やっぱり制度的な問題を

正していくということでこの年額報酬を引き

上げていくと、そういう姿勢が必要なんでは

ないかと思いますので、意見として申し上げ

ておきたいと思います。 

   あと、３点目の消防団のいわゆる定員とい

いますか、私は定数と呼んでいるんですが、

正しくは定員だと思いますけれども、そうい

うことで今年の４月に565人から515人に見直

すときに、565人に対して実人員がたしか475

人ということで、約90名ぐらいの欠員といい

ますか、定員割れということで、それでは幾

ら新規の団員を募集してもなかなか埋まらな

いよねということで515人に見直してきたと

ころであります。既に、町長答弁にあったよ

うに充足率91.8％ということで、８か月ぐら

い４月から経過していると思うんですけれど

も、10月１日現在ぐらいなのかどうか分かり

ませんけれども、あれから515人から42人欠員

が生じているわけです。 

   私はそういうこの状況の中で、一体本町の

適正な消防団員の定員定数というのは何名ぐ

らいが本当に必要なんだろうかと、何を基準

にして考えるべきかと。その基準については

消防車両の操作と後方支援を含めてというこ

とに答弁としてあったんだけれども、もう少

し定員定数について、欠員について、どう消

防団員を募集してくかということを真剣に考

えていく必要があるんではないかと思います。 

   そこで、令和３年度の定例監査の指摘事項

として、非常備消防団の関係で指摘事項とし

てありますので、簡単ですがちょっとご紹介

をさせていただきますが、非常備消防団の条

例定数削減や当初予算での手当額見直しなど

改善が見られた点は評価する。ただしという

のはないんですけれども、団員確保が十分に

なされない限り、条例定数と実員数との乖離

が生じることが想定されるため、団員確保の

ための新たな手だてを講ずる必要があるとい

う監査委員のご指摘もございます。 

   そういう意味ではその定員定数に対するし

っかりした、私はもう少し持つ必要があるん

ではないかと。そういう意味ではどんなこと

を募集としてやるのかということで、新たな

手だてはあまり報告としてなかったんですけ

れども、広報かほくとか消防庁のポスター掲

示とか、それから消防団員に知っている方か

ら継続して新規加入のお願いをするというよ

うなことで、抽象的なお話があったわけです

が、私としては消防団の組織が今38の班があ

ると聞いていますけれども、38の班で消防団

員と相談をして、この地区で消防団になれる

んだけれどもまだなっていない人がいるよね

ということでリストアップをして、そして強

制にわたらない範疇で区長さんなどの協力も

いただきながら、その方に消防団加入につい

てのご相談といいますか、そういう相談を一

斉に全町的にその期間を設けてやる。 

   そして、消防団の幹部は、今度は町内の大

きい事業所があると思うんですね。農協をは

じめ町内の建設業者、あるいは事業所、そこ

をしっかり回っていただいて、消防団のいわ

ゆるＰＲと消防団について、町内で職員がい

れば消防団に入ってほしいよねというような

ことで主要な企業について回ってＰＲをする

と、そういう月間なども設けて、そして集中

的に消防団員を確保することが大事なのでは

ないかと思っております。 
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   そして、私は消防団加入促進の事業といい

ますか、そこで対応した結果、消防団に入っ

ていただいた方をその年度ごとに、いわゆる

消防団の加入促進事業の中で町の特産品とか

例えばひなの湯の温泉の券などをお渡しして、

何年度には何名のこういう方が消防団に加入

をいただいたよと、そういう具体的なもう少

し消防団の加入について明示してほしいと思

っております。 

   どうも町長答弁を聞いていますと、新たな

定員設定に際しましては、ということも述べ

ています。いわゆる消防車両等の操作と後方

支援を含め、消防団活用に必要な人員数を基

礎としておりますので、定員に満たない現状

については課題の一つであると認識していま

すというようなことで、ややトーンが下がっ

ていると。問題は持っているんだけれども、

そんなに大きい問題とは違うんではないかと

いう、聞こえなくても聞こえるような状態で

ありますので、消防団の具体的な加入促進に

向けての対応についてお伺いしたいと思いま

す。 

○漆山光春議長 「真木総務課主幹」 

○真木秀章総務課主幹 消防団員の加入促進とい

う部分でもありますと、町長答弁にありまし

たほかにも取組は様々、例えば事業所におけ

る表示制度でありますとかございますが、な

かなか先細りというとあれですけれども、最

近は成果につながっていないというのが現状

かなと確かに考えているところであります。 

   いろいろご提案いただきました中で、我々

としても新たな手だてというものを講じてい

きたいと考えております中で、議員最初にお

っしゃっていただいた38班ある中でなれない

人、候補者ということだと思うんですが、こ

ういった方々をリストアップして、強制にな

らない範囲内で働きかけてはどうかというよ

うなご提案をいただいたと思うんですが、こ

ういうことに関しては実際現場といいますか、

各地域の消防団のほうで取り組んでいるんで

はないかなというような思いもありますので、

幹部の方々との話合いの中で現状を確認して、

なおＰＲにどういうやり方があるかというの

を相談させていただきたいと考えます。 

   ２つ目の事業所、ＪＡや建設業者を回って

ＰＲするような活動をしてはどうかというよ

うなご提案をいただきましたが、それは私ど

もの役割かなと考えますので、どういうとこ

ろにどういうアプローチをすれば効果的かと

いうのをしっかり考えてまいりたいと考えて

おります。 

   ３点目でいただきましたひなの湯の入浴券

を例に出していただきましたけれども、独自

の加入促進策につきましては引き続き検討し

てまいりたいと考えております。 

   以上です。 

○漆山光春議長 「３番槙正義議員」 

○３番（槙正義議員） リストアップして強制に

わたらない範疇で現場ではやっているんでは

ないかというお答えですけれども、恐らくや

っている班もたくさんあると思います。しか

し、集中的に期間を区切って、そして組織的

にそういう加入促進の月間ということで縦と

横で加入を促進していくということで、やっ

ぱりもう少し迫力ある具体的な加入について

皆さんに協力をいただく必要があるんではな

いか。そのあかしとして、加入促進の事業と

していくばかりかの町内産の特産品をお渡し

するとか、そういうセレモニーもやると。 

   町長から任命をしていただくような年間の

何人、誰と誰が加入していただきましたとい

う、広報なんかでお知らせをしてしっかり位

置づけていただく必要があるんではないかと

思いますけれども、もう少し私は消防団の加

入について力を入れてほしいと思いますけれ

ども、町長お聞きになって、最高指揮官とい
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うのか何というんですかね、消防団のいわゆ

る責任者としてどんなふうにその定員の欠員

と、それから今度は消防車を中心にとするか

ら、各班の定員、今まで割り振っておったの

が、そんなに気にする必要がないのかどうか

ということについては私はいささか問題があ

るし、しっかり組織的に消防団加入について

消防団挙げて、町挙げてやる必要があるんで

はないかと思いますけれども、町長どんなお

考えでしょうか。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 先ほどの私の答弁も含めて、定

員の確保というのは、昨年の定数の見直しを

する際にも、町として必要な定数として定め

たものですから、そこに向けた団員確保とい

うのは大きな課題だと思っております。課題

の一つというような、先ほどの答弁で申し上

げた言い方については、報酬の問題であると

か、団員の問題であるとか、装備の問題であ

るとか、消防団の活動をしっかりしたものに

するためのいろんな課題がある中の一つだと

いう意味で申し上げて、数あるうちの一つだ

というようなことではないということはちょ

っと弁解がましい答弁ですけれども、申し上

げさせていただきたいと思います。 

   その上ででございますけれども、やはり幹

部の方々も含めて実際団員の確保に奔走して

いただいている消防団の皆さんとのいろいろ

な情報交換なり、あるいは今ご提案いただい

たようなことも含めて真剣に消防団と町と一

緒になって取り組んでいく大事な問題だと思

っています。そういった意味で、幹部の方々

との議論ももちろん基本にはなりますけれど

も、やはり若い一般団員として最近入ってい

ただいた方、あるいは中堅どころ、そういっ

た方々のやはり今の方々からの感覚の中でど

ういったアプローチというのが有効なのか、

そういったことも率直に意見なんかもお伺い

したいなとも思っております。 

   あと、一般団員の方々の報酬をどうするか

ということも、まず当面は活動に見合った報

酬ということでの来年度に向けた検討が中心

にはなりますけれども、団員確保という観点

からの役職等の職責、そういったところも検

討としては今後の課題として考えていく、大

きな団員確保の上でもその報酬というものを

どうするかというのもテーマとしてはあるだ

ろうとも思います。 

   あと、いかに団員となってくださった、あ

るいはご活躍いただく方々に対する、そこに

応えられる手当対応、今は団員については消

防団からの任命になっておりますけれども、

そこに対していかにそこのモチベーションに

つながる対応を町としてできるのか。あと、

団を総括する私としてどういうことができる

のか。本日のご意見、受け止めさせていただ

きたいと思います。ありがとうございます。 

○漆山光春議長 「３番槙正義議員」 

○３番（槙正義議員） 大変進め方が悪くて時間

があまりなくなりました。 

   次に、学校給食についてでございますが、

本町、私も議会としても11月に入ってから、

令和４年度の当初予算に向けての議会の要望

として６項目、町長に要望書を出しました。

その中に、子育て支援世帯への支援策として

学校給食の段階的無償化を進めることという

ことで要望を出しました。そして、11月15日

の実施計画等において、令和４年から２分の

１の学校給食の助成を報告いただいたわけで

あります。 

   隣接する市町村の全額無償化というか、無

償化についてスタートしている市町村もござ

いますし、私どもの幸福度ランキングの中で

２番目に入っているような市町村でありまし

て、教育、そして子育て、医療、いろいろと

すばらしい本町でございますので、この４年
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度の半額助成も含めて今後の学校給食の段階

的、私どもも財政について大変議会も含めて

やっぱり考えていかなければならないという

ことで、要望の中に学校給食の段階的無償化

ということを表現させていただいたんですが、

私としては第８次総合計画の前期５か年の中

でぜひそういった無償化について一つの結論

を出していただきたいなと思いますけれども、

学校給食の段階的無償化について、町長はど

のように考えているか、もう一度お尋ねをし

たいと思います。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 子育て支援対策、あるいは教育

の充実というのは大きなテーマだし、やはり

教育についてはしっかりした対応、これは財

政力に関係なくしっかりやらなければならな

い分野だと思っております。そういった意味

で、現状、学校給食費の材料については保護

者負担というような法的な枠組みがあるわけ

ですけれども、そこを踏み越えてそこを自治

体が補助をする、あるいは財政負担をすると

いうことについては、これは当然自治体の判

断としてやられているし、我々としてもそこ

に一歩、そしてさらに来年度から大きく半額

までということで踏み出そうということで考

えております。そういったしっかりした教育、

そして子育て応援というものをする上で持続

的な制度としてやるためには、やはり国とし

てもしっかりテーマとして取り組んでもらう

べき重要な政策分野だろうとも考えておりま

す。 

   そういった意味で、今、槙議員からは、今

年から始まった８次総合計画の前期５か年の

中で無償化まで行けないのかということだと

思いますけれども、今教育・子育てについて

は様々な政策、私も就任してから初年度は高

校生からまでの医療無料化、そして今年から

は出産、進学のこの子育ての節目節目の応援

給付金の導入、そして来年度は給食費に大き

く踏み出す、そういった形で年々財政的な見

極めをしながら強化しているところでござい

ます。引き続き、子育て支援、教育全般の中

で保護者の負担軽減、今の現下の置かれてい

る子育て環境も経済的な状況もあります。そ

れも見据えながら、町としてしっかり考え、

そして言うべきことは国に対してしっかり言

っていくと、そこを重要な施策として位置づ

けて考えていきたいと考えております。 

○漆山光春議長 「３番槙正義議員」 

○３番（槙正義議員） 時間が参りましたので、

その他のことも質問したかったんですが、大

変残念ですが、これで終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

○漆山光春議長 以上で３番槙正義議員の一般質

問を終わります。 

   ここで11時25分まで休憩いたします。 

     休 憩  午前１１時１５分 

     再 開  午前１１時２４分 

○漆山光春議長 休憩を解いて再開いたします。 

   次に、10番木村章一議員の一般質問を行い

ます。 

   「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） 一般質問を行います。 

   質問事項の１は、要介護４、５の人は特別

障害者手当月額２万7,000円が受け取れる可

能性があることを町民に周知すべきではない

かという提案であります。 

   質問の１点目は、特別障害者手当は、著し

く重い障害があり、日常生活に常時特別な介

護が必要な20歳以上の人に、月２万3,750円は

私のミスプリントで、月２万7,350円が支給さ

れる国の制度で、障害者手帳がなくても市町

村への申請ができることについてであります。

既に多くの自治体でそのように実施されてお

りますが、河北町ではいかがでしょうか。 

   質問の２点目であります。特別障害者手当
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の対象になる人は、両上肢、つまり両腕に障

害がある、または両下肢、つまり両脚に障害

がある、または体幹に障害がある、つまり立

っていること、立ち上がること、座っている

ことができない状態などのうち一つに著しい

障害があり、日常生活動作評価表による評価

が10点以上である人のことであります。 

   この日常生活動作評価表による評価は、タ

オルを絞る、座っていて姿勢を維持するなど、

８項目ごとに0.1点、２点の評価をして、合計

が10点以上である必要があります。そして、

かかりつけ医などの診断書が必要であります。

専門医ではなくてかかりつけ医の診断書でい

いということであります。河北町での取扱い

はどのようになるでしょうか。 

   質問の３点目は、在宅のほか、施設入所者

でも全国で申請が受理されております。大変

な介護負担や費用負担を補っております。要

介護４、５の人は特別障害者手当を受けられ

る可能性があることを広く町民に周知すべき

であります。施設入所者は、特別養護老人ホ

ーム入所以外は可能性があります。入院や老

人保健施設、介護療養型医療施設は３か月以

内なら申請が可能であります。有料老人ホー

ム、サービス付高齢者住宅、グループホーム、

軽費老人ホームに入所している人は申請可能

であります。所得制限は518万円以下ですから、

この制限に係る人は少ないと思われます。町

としてどのように考えているでしょうか。 

   次に、質問事項の２であります。河北町2050

年カーボンゼロ宣言をして、地球温暖化によ

るかつてない規模となった令和２年７月豪雨

のような災害の発生しない環境を子孫に残す

取組をすべきではないでしょうか。 

   質問の１点目ですが、河北町でＣＯ２など

の温室効果ガスの人為的な発生源による排出

量と森林などの吸収源による除去量との間の

均衡をできるだけ早く達成すべきであります。

まずは、河北町におけるＣＯ２などの排出量

と森林などの吸収源による除去量との間の均

衡、バランスを計算して、実態を把握すべき

ではないでしょうか。 

   林野庁の資料では、40年生、植えてから40

年たっている杉、40年の成長を続ける杉林は

１ヘクタール当たり1,000本として、年間8.8

トンのＣＯ２を吸収します。2020年の農林業

センサスによると、河北町には1,423ヘクター

ルの林野があります。一方、１世帯のＣＯ２

の排出量は2017年のデータで年間に4.48トン、

河北町は5,865世帯です。単純化して林野全て

が成長中の杉林としても、河北町の林野面積

の２倍以上、約3,000ヘクタールの杉林が必要

となります。 

   質問の２点目は、河北町の場合は、風力発

電には風が弱すぎる、小水力発電には小さい

水路が少ないため難しいということがありま

す。事業所や各家庭の省エネ化支援とか、営

農型太陽光発電、一般家庭の太陽光発電など

の可能性を追求できるのではないでしょうか。

河北町2050年カーボンゼロ宣言をして、具体

的な取組を加速して、災害の少ない環境を世

界中の子孫に残す取組に参加すべきではない

でしょうか。 

   次に、質問事項の３であります。リノベー

ション、つまり新たな機能や価値を付け加え

る改装を予定する河北町の児童動物園は、設

置条例に欠けている設置目的を明記し、動物

愛護や情操教育のほか、まちおこしに役立つ

施設としての位置づけを明確にすべきではな

いでしょうか。 

   質問の１点目ですが、河北町児童動物園の

設置条例には、施設設置目的が欠けておりま

す。リノベーションを進める方向づけが不安

定になるのではないかと心配されます。いか

がでしょうか。 

   ２点目として、児童動物園の設置目的には、
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動物愛護や情操教育のほか、まちおこしに役

立つ施設として、設置条例に明記すべきでは

ないでしょうか。 

   以上、森谷町長の答弁を求めます。 

○漆山光春議長 10番木村章一議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 10番木村章一議員の一般質問に

お答えいたします。 

   最初に、要介護４、５の人は特別障害者手

当月額２万7,000円が受け取れる可能性があ

ることを町民に周知すべきではないかについ

て申し上げます。 

   まず、１点目、特別障害者手当は、著しく

重い障害があり、日常生活に常時特別な介護

が必要な20歳以上の人に対して月額２万

7,350円支給される国の制度で、障害者手帳が

なくても市町村へ申請ができることについて、

また２点目、特別障害者手当の対象となる人

は、両上肢、つまり両腕でございますけれど

も、あと両下肢、両脚になりますけれども、

体幹のうち一つに著しい障害があり、日常生

活動作評価表による評価が10点以上である人

であること、かかりつけ医師などの診断書が

必要であることについて、併せて申し上げま

す。 

   特別障害者手当につきましては、厚生労働

省で定める障害児福祉手当及び特別障害者手

当の障害程度認定基準がございます。この障

害基準を満たすことが必要となってまいりま

すが、例えば、視覚障害の場合は両眼の矯正

視力の和が0.02以下の方、聴覚障害の場合は

両耳の聴力レベルが100デシベル以上のもの

となっております。 

   また、施設に入所されている方につきまし

ては、入所施設によっては要件に当てはまら

ないことがあります。例えば、病院や診療所、

または特別養護老人ホームに入所されている

方は該当しておりません。さらには、当該者

及びその扶養親族の構成により定められてい

る所得要件もあるようです。これら全ての条

件を満たせば一律月額２万7,350円の受け取

りが可能となります。 

   また、町への申請となるわけでございます

が、その際の添付書類として身体に障害のあ

る方については、身体障害者福祉法に規定す

る指定医師、それ以外の方は該当する障害、

または病状に関わる専門医により認定基準に

基づき作成される認定診断書が必要となって

まいります。 

   ３点目の、在宅のほか施設入所者でも全国

で申請が受理されており、大変な介護負担や

費用負担を補っている、要介護４、５の人は

特別障害者手当を受けられる可能性があるこ

とを広く町民に周知すべきではないかと、こ

の点について申し上げます。 

   先ほど申し上げました認定基準には、介護

保険で認定する要介護度とは関連はなく、特

別障害者手当はあくまで基準を満たせば受給

できる制度となっております。この点を広く

町民に周知してまいりたいと考えております。 

   次に、町の2050年カーボンゼロ宣言をして、

地球温暖化によるかつてない規模となった令

和２年７月豪雨のような災害の発生しない環

境を子孫に残す取組についてということで申

し上げます。 

   まず、１点目、河北町でＣＯ２などの温室

効果ガスの人為的な発生源による排出量と森

林などの吸収源による除去量との間の均衡を

できるだけ早く達成すべきではないかという

点でございます。 

   国におきましては、2020年10月、国会にお

ける内閣総理大臣所信表明演説の中で、2050

年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼ

ロにする、すなわち2050年カーボンニュート

ラル、脱炭素社会の実現を目指すことを宣言
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いたしました。 

   県においては、2020年８月に全国知事会の

第１回ゼロカーボン社会構築プロジェクト会

議におきまして、2050年までに二酸化炭素排

出の実質ゼロを目指す「ゼロカーボンやまが

た2050」を宣言、2021年度にはカーボンニュ

ートラルやまがた推進会議を設置し、９月に

はカーボンニュートラルやまがたアクション

プランの骨子案を示しました。県内各自治体

におきましても、市町村におきましても、2021

年、今年の11月現在ということでございます

けれども、12の市町が二酸化炭素排出実質ゼ

ロを表明している状況にあります。 

   町においては、第２次雛とべに花の里環境

基本計画の中で、循環型社会の推進に積極的

に取り組むまちづくり、地球環境の保全に貢

献するまちづくりなどの基本目標を掲げ、ご

みの発生抑制や減量化、省エネルギーや温室

効果ガスの削減推進などに取り組んでいると

ころであります。 

   地球温暖化との関連が指摘される気象変動

やとりわけ豪雨災害などが県内でも相次いで

いる中、その対策は喫緊の課題であり、議員

おっしゃるとおり、これからの子孫に残して

いく取組をすべく考えていかなければならな

いと強く感じているところであります。 

   現在も各家庭や各事業所でごみの削減、省

エネ、再エネの導入などに取り組んでいただ

いております。二酸化炭素排出を実質ゼロに

することは高い目標ではございますが、さら

なる省エネの徹底、町民、地域、事業所、経

済・産業界、交通物流界、自治体が総ぐるみ

で展開する必要があります。大胆な政策転換

も必要になってくると、そういった可能性も

あると考えております。今後、そういった認

識の下、差し迫った重要な政策課題として具

体的な施策を検討しながら、これからの取組

について検討を加速してまいりたいと考えて

おります。 

   ２点目の、河北町の場合は事業所や各家庭

の省エネ化支援や営農型太陽光発電、一般の

太陽光発電などの可能性を追求できるのでは

ないか、この点について申し上げます。 

   現在、町では、太陽光発電の設置費用に対

する補助、生ごみ密閉式処理容器の購入費用

に対する補助、資源回収を実施した場合の奨

励金の交付を実施しております。太陽光発電

の設置費用に対する補助につきましては、令

和２年度で実績で９件、令和３年度、今年は

11月現在で８件の申請を頂戴しております。 

   また、農業生産と並行して、上部空間に太

陽光発電設備を設置する一時転用の営農型太

陽光発電、いわゆるソーラーシェアリングで

ございますけれども、平成30年５月15日付の

農林水産省農村振興局長通知「支柱を立てて

営農を継続する太陽光発電設備等についての

農地転用許可制度上の取扱いについて」、この

通知に基づいて取組が行われております。 

   河北町では今年度令和３年度に１件の申請

を頂戴しております。10年間の一時転用許可

を受けて、既に発電を開始しているものがご

ざいます。営農計画によりますと、下部用地

では大豆生産を行う予定であり、施設が完成

したのがこの10月末でしたので、作付は４年

からという状況と承知しております。 

   ゼロカーボンに向けた身近な取組として、

家庭ではマイバッグ・マイボトルの利用、照

明や電気製品の適切な使用、エコ商品やリサ

イクル商品の購入、資源回収の利用、食品ロ

スの削減など、また事業所ではエコドライブ

の実践、ＳＤＧｓや環境に配慮した事業運営、

電気自動車や次世代自動車の導入、省エネ・

高効率設備への更新など、これまでの暮らし

や働き方、事業活動を見直し、できることか

ら取り組んでいる状況と考えております。 

   町としては、来年度に向けまして、これま
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での太陽光発電への補助、生ごみ処理機への

補助の対象を一部拡大する検討をしていると

ころでございます。今後、持続可能な社会の

実現に向け、これまで実践してきた身近な取

組を継続しつつ、住宅における省エネ・再エ

ネ活用の推進、ご提案もありました農業分野

における再エネの活用、さらには自家用車や

地域公共交通などにおける電気自動車や次世

代自動車への転換、そういった交通運輸部門

なども重要な政策分野になってくると考えて

おります。 

   先ほど、検討を加速していくということで

申し上げましたが、本町で活用できる資源は

何か、これをしっかり考えて、その利活用方

針策について具体的な検討を進め、ゼロカー

ボンの実現に向けた取組を研究、検討を加速

してまいります。 

   次に、リノベーションを予定する児童動物

園は、設置条例に欠けている設置目的を明記

し、動物愛護や情操教育のほか、まちおこし

に役立つ施設としての位置づけを明確にすべ

きではないか、この点について申し上げます。 

   河北町の児童動物園につきましては、昭和

28年、当時谷地保育所長であった宇井與一郎

氏が動物愛護と児童の情操教育の一環として、

役場庁舎の西側にあった谷地保育所に隣接し

ていた中央児童遊園地の一角に今日の動物園

の前身をスタートさせたのが始まりでござい

ます。その後、昭和52年に改修工事を行い、

昭和56年には剥製動物館を開館いたしました。

近年では平成20年度に、まちづくり交付金事

業を活用し、触れ合いを楽しめる施設として

リニューアルオープンをいたしました。 

   現在の設置条例につきましては、昭和52年

10月に施行されたものでありますが、議員が

おっしゃるとおり、設置の目的が明記されて

おりません。また、現在の児童動物園の事業

内容について、近年はコロナウイルス感染症

対策により実施されておりませんが、ウサギ

などとの触れ合い体験を通して動物愛護の情

操教育を行い、例年８月に開催される「うま

いもの横丁」とコラボした「よるの動物園」

の開催や冬期間はイルミネーションなどで町

なかのにぎわいを図っております。 

   今後、児童動物園のリノベーションプロジ

ェクト、これを指導しようということで検討

しておりますけれども、設置条例の目的につ

いても動物の展示を通じて、動物愛護と児童

の情操を育み、にぎわいを創出する児童動物

園となるよう明記していきたいと考えており

ます。 

   以上、お答えいたします。 

○漆山光春議長 町長の答弁が終わりました。 

   議長から申し上げます。 

   10番木村章一議員の一般質問の途中ですが、

昼食のため、午後１時まで休憩とします。 

     休 憩  午前１１時４７分 

     再 開  午後 １時００分 

○漆山光春議長 休憩を解いて再開します。 

   10番木村章一議員の一般質問を続けます。 

   「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） 再質問いたします。 

   特別障害者手当についてでありますけれど

も、その要件として、さきに述べたその著し

い障害とあと日常生活動作評価表による評価

といいますか、診断といいますか、これが今

要件になるわけですけれども、これを診断し

ていただくのにお医者さんなんですが、先ほ

どの説明で専門医というふうな説明でありま

したけれども、私、かかりつけ医というよう

な言い方しましたが、例えば内科の先生とか、

外科の先生とかということで、この日常生活

動作評価表で診断ができる先生であればいい

というふうに受け取っていいのかどうか確認

しておきたい。いかがでしょうか。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 
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○堀米清也健康福祉課長 この特別障害者手当に

つきましては、町のほうに申請していただく

ことになるんですけれども、そのときに診断

書等が必要になってきます。障害者手帳を持

っている方につきましては、その指定医師と

いうふうにはなるんですけれども、例えば、

今回の木村議員が質問されているのは、両上

肢下肢、いわゆる肢体不自由な方ということ

だと思います。そういったことであれば、そ

れの専門の先生という形にはなると。その先

生がかかりつけ医であれば、その人の診断で

あればいいというように考えますので、その

病状といいますか、その症状に該当する専門

の先生という意味でございます。 

○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） 分かりました。 

   さらに、この障害者手帳を持っていなくて、

それでこの要介護の状態にあって、河北町で

その特別障害者手当をこれまで申請した、そ

れを受け付けたということがあるのかどうか

についてお聞きしておきたい。どうでしょう

か。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 現在、この特別障害者

手当を受給されている方につきましては、河

北町では10人ほどいるところでございます。

その10人の方につきましては、全て障がい者

ということになっておりまして、今のところ

障害者手帳をお持ちでない方の受理はまだな

っていないということでございます。要介護

度４、５といいますと、結構高い症状でござ

います。基本的には寝たきりの状態にある方

にはなろうかと思います。そういった方につ

きましては、その状況によっては対象になる

だろうとは考えているところでございます。 

○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） そうした場合に、河北

町の窓口は健康福祉課のどこに行けばいいの

かですね。それはいかがでしょうか。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 障害担当しております

社会福祉係になっております。 

○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） 分かりました。 

   対象者についてもう少しお聞きしたいんで

すが、例えば有料老人ホーム、サービス付高

齢者住宅、グループホーム、軽費老人ホーム、

こういったところに入っている方々は対象に

なると。さらに所得制限ですが、518万円、こ

れは扶養親族がいない場合ですので、扶養親

族がいればさらに金額が大きくなるんですが、

518万円ってなかなかな年間の所得になりま

すので、その所得制限はそんなに引っかかる

人いないぐらいかなと思うんですが、この辺

はそのように受け止めてよろしいかどうか、

お聞きしておきたい。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 施設入所者につきまし

ては、決められた施設入所以外の方について

は該当になるんですけれども、先ほど木村議

員が申し上げましたいわゆる養護老人ホーム、

それから特別養護老人ホームと、あと病院関

係に入院されている方は、３か月以上入院さ

れている方とかそういったものについては適

用にはならないところでございます。これは

そういったシステムになっているということ

でご理解いただければなと思っているところ

でございます。 

   あと、所得要件はございます。所得要件に

つきましては、やはり障害者年金等、そうい

ったものを多分加味しての中なのかなと思っ

ておりますが、結構高い基準といいますか、

いわゆるハードルは低いような感じでござい

ますので、ある程度高い収入であっても該当

になるのかなという、木村議員がおっしゃる

ような考えではあると思っております。 
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○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） 分かりました。 

   次に、河北町2050年カーボンゼロ宣言につ

いての質問に移りたいと思います。 

   河北町で温室効果ガスの人為的な発生とい

うのを私は先ほど紹介しましたけれども、数

年前ですけれども4.48トン、１世帯当たりで、

森林は１ヘクタール当たり8.8トン、杉林の場

合にということを紹介いたしましたけれども、

こういった数字などは町としては把握して、

全体として町の発生と吸収のバランスはどう

なのかななんていうのは検討しているのかど

うかお聞きしておきたいんですが、いかがで

すか。 

○漆山光春議長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野勝まちづくり推進課長 今現在、町全体の

排出量、あるいは森林がカバーできるもの、

そういったものの数値の計算はしていないと

ころでございます。 

○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） １世帯でその4.48トン

のＣＯ２をとか、全国平均だと思いますけれ

ども、そんな数字が出ております。例えばガ

ソリン車を乗っていた場合、電気自動車とか

ハイブリッド車ではなくてガソリンの場合で

すと、ガソリン１リットルを燃料にした場合

に、2.3キログラムの炭酸ガスを出すと。１万

キロメートル走る、結構走る、少し遠いとこ

ろまで、ここからだと山形市までとか通勤す

るとかになるんでしょうかね、ぐらいだと年

間2.3トン、車だけでＣＯ２を出すみたいな、

全体としてざっくり言うとそんな感じだと思

います。 

   この時期、これからもう既に暖房入ってい

ますけれども、暖房ってどのぐらい環境に負

荷になるのかと、何が一番効率がいいかなん

てちょっと調べてみたら、１メガカロリー、

ざっくり私計算したんですが、灯油ストーブ

で0.1リットルを燃やすとこのぐらい、１メガ

カロリーぐらいが出てくるんですね、だと思

います。石油ファンヒーターを30分とか１時

間とか燃やすと１メガカロリーぐらい出てく

るというんだと思います。 

   そういうふうにした場合に、都市ガスだと

0.227キログラム、石油ストーブだと0.284キ

ログラムで、何と電気ヒーターストーブは

0.415キログラム、電気のほうが発電所で石炭

とか石油とか燃やして発電した場合を想定し

てなんですけれども、電気ヒーターのほうが

高いと、余計に負荷がかかるというふうにな

ります。 

   ところが、最近エアコンが非常に性能が上

がって、効率がよくなっていて６倍ぐらいの

サーモポンプといいますかね、そういうもの

を使うと、外から熱も取り込んで室内にその

熱を出すというふうになると６倍ぐらいの効

率で出せるとすると、逆に圧倒的にエアコン

の場合は0.07キログラムぐらいの発生になる

ので、まあ環境に優しい暖房使用としてはエ

アコンを使ってくださいというのがお勧めな

んですね。圧倒的に違ってくる。 

   こういうことを分かっていて行政として町

民の皆さんに環境に優しいようにするには効

率のいいエアコン、昔の15年以上ぐらい前か

ら使っていたやつだと非常に効率悪いので、

それは新しいやつに替えて、そうするとうん

と環境に優しい暖房になりますというような

ことなんかはぜひよく調べて、私参考に言っ

ているので、よく調べてそんなふうなですよ

というような情報なんかも出したらいいんで

はないか。 

   そのエアコンよりもさらに効率いいのはこ

たつです。こたつはそこしか暖めないという

ので平均的に石油ストーブの14分の1ぐらい

なので、非常にさっきのエアコンよりもその

何分の１ぐらいのＣＯ２発生する形になると
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いうふうになります。こんなことを想定する。 

   さらにもう一つは、既に可能なんですけれ

ども、電気を買うのに大体東北電力さんの電

気使っていますけれども、選べば風車で発電

した電気を買えるとか、太陽光発電で発電し

たものを買えるというような世の中になって

いますので、そういった電気を使って電気自

動車に切り替えて、なおかつエアコンで暮ら

すなんていうと非常に環境に優しい暮らしに

できる。なおかつ、自分の家でその太陽光パ

ネルを置いてなんていうと、環境負荷をかけ

ない生活なんていうことも可能ではないかと。

そういったことなんかも含めて、河北町でそ

ういう暮らしをしようと、なおかつゼロカー

ボン2050年を目指すために宣言してく、そう

いったことなどをすべきではないかと思うん

ですが、この辺どんなふうに考えているでし

ょうか。 

○漆山光春議長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野勝まちづくり推進課長 現在、第２次の雛

とべに花の里環境基本計画の中で、様々な取

組を進めているわけです。ゼロカーボンに向

けた中身としましては、やはり省エネ・再エ

ネ、こういったところが必要かなとは考えて

ございます。また、やはり大きく生活の環境

といいますか、暮らしぶりですか、こういっ

たものを変えていく必要もあると思いますの

で、そういった意識の醸成、そういったもの

も大事になってくるのかなと考えております。 

   町長答弁の中でもご紹介しましたけれども、

県のほうでもカーボンニュートラルやまがた

アクションプランの中で骨子という段階です

が、示されたところですけれども、その中で

もやはり住まい・暮らし、あるいは産業・事

業、交通物流というふうにこういった観点か

ら分けて、それぞれの点で省エネ・再エネと

いうものを図っていくというようなことで骨

子というふうになっているようでございます。 

   先ほど冒頭に言いました環境基本計画につ

きましては、令和５年度までの期間でござい

ます。令和５年度に新しいものを策定すると、

今おっしゃっていただいたようなところ、

2050を意識した環境計画、こういったものの

策定に取りかからなければならないと考えて

いるところでございます。 

○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） なるほど、分かりまし

た。町全体としてそういった2050ゼロカーボ

ンを目指していくということと同時に、町民

でもできること、先ほど町長からごみを出さ

ないとか、そういったことももちろん非常に

大事なんですけれども、さらに再生可能エネ

ルギー発電、太陽光とか風力とかそういった

ものを使うように町民が切り替えていける、

もう申込みだけで切り替えられるなんていう

ことがありますが、そういったことをやり方

を支援する。場合によっては補助を出してで

も支援するみたいなことなんかもあってもい

いのではないか。さらにエアコンを新しいも

のに替えていくと、非常にここは大きな効果

があるのではないかと思います。そういった

ことなんかを町民でもできますよと、具体的

数字でお示ししていくと。 

   省エネは最初の投資はかかりますけれども、

特にエアコンを替えたりするのは金かかりま

すが、その後は非常に家計にも優しい、エネ

ルギー代が安く済むということは環境にも優

しいし、家計にも優しいというふうになりま

すので、そういった２つの効果でちゃんとあ

れをしていくというようなことをしっかりや

っていったらいいんではないかと思います。

それを具体化していくのに、タイミング的に

はいつ頃、例えば河北町の宣言を出すという

のはいつ頃なんていうような考えは持ってい

るかどうかお聞きしておきたいと思います。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 
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○森谷俊雄町長 ゼロカーボン宣言の時期的な考

え方ということでございますけれども、先ほ

どの答弁で申し上げましたけれども、本当に

喫緊の課題だと思います。2050年という射程

ではありますけれども、現実的な目標として

は非常に高いですし、対応があると思います

ので、先ほど環境基本計画では５年間という

こともあります。単に宣言するだけでなくて、

町としてどういう思想を持ってやっていくか

と。 

   私は省エネ、ゼロカーボン社会に地域とし

て何ができるか、各家庭として何ができるか

というインセンティブもありますけれども、

やはり単にゼロカーボン社会を目指すだけで

なくて、例えば高齢化であるとか、暮らしの

中でも高齢世帯が増えています。農業も高齢

化が進んでいます。あと、交通にしても、今

は自動車中心ですけれども、高齢化が進んで

いくという現状があります。こういった現実

的な直面している課題とゼロカーボン社会と

いうものをうまくマッチングさせながら、町

としてのビジョンを示して、単に家計面での

インセンティブももちろんですけれども、そ

ういった自分の暮らしにどうつながっていく

のかというところの考え方も大事だなと思っ

ています。 

   そういった意味で、令和５年度からの基本

計画ということも考えれば、令和４年度、遅

くとも年内には、来年度中とは言わず、来年

の年内にはゼロカーボン宣言、それもただ意

識的に宣言するということだけでなくて、方

向性というものも見て、次の環境計画につな

がる考え方をお示ししながらのゼロカーボン

の方向性というものを検討していく必要があ

るなと現時点では考えているところです。 

○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） 来年早々には新庁舎が

使用開始になると。新庁舎はまさに環境に対

して優しいといいますか、エネルギーをでき

るだけ使わない冷暖房ということで、地下水

熱を利用した方式というのに切り替わってス

タートですから、ちょうどいいタイミング、

それをまさに受けて宣言を出すというのは非

常に説得力のあることかなと思いますので、

ぜひそういったタイミングで進めていただき

たいと思います。 

   次に、河北児童動物園のことでありますけ

れども、私もずっと議員をしていたわけです

のであれなんですが、児童動物園の設置条例

に最近目的がないと気がつきまして、そのせ

いなんですかね、どうも方向性が定まらない

んではないかなという気もしたもんですから

こんな質問をいたしました。何のために動物

園だというお話を聞くと、多分という感じな

んでしょうね、条例ないんですからね。目的

決まっていませんけれども、動物愛護と情操

教育のためだというんですが、もう少し足り

ないんではないかなということで今回ご質問

させていただきました。 

   それに加えて、まちおこしに役立つ施設と

いうふうに私は言わせていただきましたが、

町長からは先ほどにぎわい創出も加えた内容

でということで明記したいということのよう

ですが、このにぎわい創出というのはまちお

こしに役立つというのと同じ内容と捉えさせ

ていただいていいのか。なおかつ、これはリ

ノベーションもスタートしていますから、条

例も早速つくらないといけないと思うんです

が、いつ頃条例改正をしようということなの

かも併せてお聞きしておきたい。いかがでし

ょうか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 にぎわい創出の件でご

ざいますが、そちらは議員がおっしゃるのと

イコールと考えております。 

   あと、条例改正の件でございますけれども、
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児童動物園につきましては、河北町児童動物

園設置条例と河北町剥製動物館設置条例、こ

の２つがございまして、後で申し上げました

剥製動物館の設置条例、こちらにつきまして

も剥製動物館を動物との触れ合いを目的とし

た施設に変えようということで今進んでおり

ますので、そちらも併せまして、その計画が

決まりましたらそれに合わせた形で条例も直

していきたいと考えております。 

○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） 順番としては、条例の

ほうが先にあるんではないんですか。計画を

進めて、それに合わせた条例にするというよ

りは、先に条例があってそれに合う施設にし

ていく。施設のほうが目的を変えたいなんて

いうときには先に条例を変えて、議会にこう

いうふうに変えたいということで、それが議

会で議決されてから、それに基づいて施設整

備を進めるというふうになるのではないか。

そういう意味では早い段階に条例を整備すべ

きではないかと思うんですが、いかがでしょ

うか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 今年度、町の基本方針

を固めたところでございますけれども、令和

４年度に基本計画と実施計画を行う予定とし

ております。この中でこの動物園につきまし

てどこまで改修できるか、その見極めをした

中で条例改正をしていきたいなというふうな

考えでおります。 

○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 

○10番（木村章一議員） 条例ってそういうもん

ではないんではないですかね。先に条例があ

って、条例に合うように基本計画とかそっち

の計画のほうを立てていくと。先に条例があ

って、そういう方向でいいよと議決を受けて

先に進んでいくというふうにすべきではない

かと思うんですけれども、どうなんですか。

そんなもんですかね。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 研究したいと思います。設置条

例、一般論ですけれども、普通、公共施設の

設置条例といった場合に、要は内部の整備の

方針を示す条例ではなくて、町民の方々に対

してこういった形で公の施設を供しますよと

いうのが基本的な設置条例だと、私の教科書

の中ではそういう頭なんですけれども、そう

いった意味で研究してまいりますけれども、

基本的には来年、基本設計、実施設計をして、

その中でふれあい館の剥製館を、阿部議員の

質問にも絡んでくるんですけれども、ふれあ

い館のところをどうするかということも含め

て、今後、阿部議員のところはちょっと取り

消します。答弁の中で申し上げます。 

   その中で、タイミングとしては基本計画の

前には私はないのかなと。実際、整備は来年

の基本計画、実施計画によりますけれども、

財計でお示ししている、実施計画の中でお示

ししているのは令和５年度からの段階的な整

備ということになってまいります。したがい

まして、早ければ基本計画を取って、令和５

年度の予算から実質的な進め方となりますの

で、我々も検討、研究してまいりますけれど

も、一般論的な感覚からいうと、早ければ来

年３月、再来年ですね、令和４年度の予算に

向けた定例会の前段で、基本的にこういった

方向で整備していくというようなことの条例

改正も、早ければセットかなとも思うんです

けれども、実際このふれあい館の今の剥製館

をどうするかということのスケジュールにも

絡んできますので、ちょっと設置条例の意味

合いと、町としてのその整備方針の方向性と

いうところは条例の絡みと施策のお示しの仕

方というところで検討していきたいと思いま

す。 

○漆山光春議長 「10番木村章一議員」 
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○10番（木村章一議員） いずれにしろ、条例を

ちゃんと設定してその中で進めていくという

ことでありますので、しっかりやっていただ

きたいと思います。 

   以上、私の一般質問を終わります。ありが

とうございました。 

○漆山光春議長 以上で10番木村章一議員の一般

質問を終わります。 

   ここで１時35分まで休憩といたします。 

     休 憩  午後１時２６分 

     再 開  午後１時３３分 

○漆山光春議長 休憩を解いて再開します。 

   次に、７番阿部恭平議員の一般質問を行い

ます。 

   「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） ７番、一般質問を行い

ます。よろしくお願いいたします。 

   今回、大きく２点について質問いたします。 

   まず、大きく１点目として、質問事項の１、

空き家等対策についてです。 

   空き家等への対策目的は、主に住民の安全

を守ることと、生活への不利益を防ぐことで

す。これに加えて、今後は空き家をいかに活

用していくか、つまり河北町に存在している

資源をいかに活用することも重要な目的にな

ると考えております。今回、この一般質問に

当たり、朝日町、遊佐町、鶴岡市、上山市の

空き家対策を参考にさせていただきました。 

   では、今後の空き家等対策について細かく

４点質問いたします。 

   １点目は、空き家等対策計画の策定進捗状

況と空き家の所有者から話が聞けないなどの

策定段階での課題についてお聞きします。 

   ２点目は、空き家等対策計画の対応方針と

目標についてです。今後の空き家等対策は課

をまたがって対策していくべき、まちづくり

全体に関わることだと私は思っております。

時代に合った、先を見据えた方針や目標が必

要だと考えますが、執行部のほうではどのよ

うにお考えでしょうか。 

   ３点目は、今後の対策や空き家バンクの運

営などに専属の行政職員または民間への委託

が必要と思うが、どのようにお考えでしょう

か。まちづくり全体に関わってくることです

ので、問題も多様化、複雑化していくことだ

ろうと考えられます。そこで、専属または民

間のほうに委託が必要になっていくと思いま

すが、いかがでしょうか。 

   ４点目は、空き家バンクへの登録数や中古

中宅市場への供給数を増やすことが必要と思

いますが、具体的対策についてどのようにお

考えでしょうか。私は空き家を活用すること

を前提として空き家を減らしていく場合、所

有者が取れる選択肢は３つあると思っており

ます。１つ目は売る、２つ目は貸す、３つ目

は使うです。 

   この売ると貸すに注目した場合、河北町は

令和３年３月末時点で空き家が314件に対し

て、売りや貸しに出ている空き家は十数件か

ら数十件といったところです。この件数は、

不動産ネットワーク情報、いわゆるレインズ

というらしんですけれども、それは私個人と

しては見ることができませんので、あくまで

聞いた話でのこれは件数となっております。

つまり、誰か買いたい人、借りたい人がいた

としても、物件そのものが少ない状態になっ

ております。よって、まずは所有者が売りや

貸しに出しやすくなるようにするのが重要だ

と考えますが、いかがでしょうか。 

   次に、大きく２点目として質問事項の２、

子育て支援についてです。 

   私は子育てには大きく分けて２つの負担が

あると思っております。負担という言葉はあ

まり使いたくはないんですけれども、事実上、

負担というのはあると思いますので、負担と

いう言葉を使わせていただきます。その負担
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ですが、経済的負担と非経済的負担があると

私は思っております。経済的負担とは、文字

どおり金銭的な負担でございます。そして、

非経済的負担とは、精神的・肉体的、あるい

は時間的な負担でございます。この負担をい

かに減らしていけるか、減らせるかが今後の

子育て支援の一つの考え方だと私は思ってお

ります。 

   そこで、子育て支援について細かく３点質

問いたします。 

   １点目は、子育て支援策として現金給付と

現物給付への現状と今後の考え方についてで

す。現金給付とは、文字どおり現金を給付す

ることであり、現物給付とは物やサービスを

給付することを意味します。現金給付の主な

メリットは、使い道が自由なこと、所得格差

の是正が期待できること、デメリットは、使

い道の把握が難しいこと、つまり目的に沿っ

て使われたかどうかが分からない、分かりに

くいということが挙げられると思います。ま

た、現物給付の主なメリットは、受給者との

給付目的が合致すればその効果が見やすいこ

と、デメリットは、受給者の需要に合致しな

いと、その予算、サービスそのものが無駄に

なってしまうことが挙げられます。 

   私は、今後の子育てはこの非経済的負担を

減らしていくことが大事であり、そのために

は子育て世代への需要を捉えた現物給付を重

視していく、重要視していくべきだと考えて

おります。そこで、町の現金給付と現物給付

についての考え方についてお聞きします。 

   ２点目は、かほく安心子育て応援事業給付

金の実績と課題についてでございます。こち

らも関連というか、現金給付と現物給付の話

にはなるんですけれども、まず、かほく安心

子育て応援事業給付金の実績と課題について

ご質問いたします。 

   ３点目は、天童市にあるような子育て施設

が必要と思いますが、どのようにお考えでし

ょうか。思い浮かべていただきたいのは、天

童市に大きい商業施設があると思うんですけ

れども、その斜め向かいにある子育て施設を

思い浮かべていただければと思います。 

   私は河北町の子育て世代の方から、河北町

は子供が遊ぶ場所が少ないとよく言われます。

そして、詳しく聞きますと、河北町は親があ

まり関与せず子供だけで遊べる場所が少ない

という意味でした。あるいは、お母さんやお

父さんのどちらかだけでも子供を見ていられ

る場所が少ないといってもいいです。結果、

自宅でスマートフォンを使って過ごす家庭が

増えてしまうのだと思っております。 

   お母さんが買物のついでに寄れるような、

あるいはお父さんだけでも面倒を見られるよ

うな、あるいは子供がいろんな遊びが体験で

きるようなそんな子育て施設が長期的には必

要かと思いますが、いかがでしょうか。 

   以上、再質問を留保し、一般質問を終わり

ます。 

○漆山光春議長 ７番阿部恭平議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ７番阿部恭平議員の一般質問に

お答えいたします。 

   最初に、空き家等の対策についてお答えい

たします。 

   １点目の、空き家等対策計画の策定進捗状

況と、空き家の所有者から話が聞けないなど

計画段階での課題について申し上げます。 

   空き家対策につきましては、今年の９月定

例会におきまして条例改正案について議決を

いただきました。並行して、空家等対策の推

進に関する特別措置法第６条による計画の策

定に着手しております。進捗状況でございま

すが、副町長、教育長、関係各課長で構成す

る策定会議、これをこれまで３回開催するな
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ど鋭意作業を進めております。今後、所管の

総務産業常任委員会や新設する空き家等対策

協議会における協議、パブリックコメントな

どを経て、今年度中の策定を目指して作業を

進めております。 

   計画の検討の中では、区長さん方の協力を

得ながら毎年実施しております空き家の実態

調査に加えまして、平成30年度当時の空き家

の所有者を対象にしたアンケートの結果など

を基にして現状分析、そして課題抽出を図っ

ております。所有者不明の空き家があること

は事実でありますが、そのことが計画策定の

妨げということでは課題となってはおりませ

ん。 

   ２点目、空き家等対策計画の対応方針と目

標ということでございます。 

   計画の策定におきましては、空家法の第６

条において掲げるべき事項が定められており

ます。具体的に申し上げますと、１つは対策

の対象となる地区及び対象とする空家等の種

類など対策に関する基本的な方針、２つ目は

計画期間、３つ目は空家等の調査に関する事

項、４つ目は所有者等の適切な管理の促進に

関する事項、５つ目は空家等及び除却後の跡

地の活用の促進に関する事項、６つ目は特定

空家等への対処に関する事項、７つ目は住民

等からの相談への対応に関する事項、８つ目

は対策の実施体制に関する事項、そして、最

後でございますけれども、９つ目としてその

他必要な事項というふうにされております。 

   方針でございますけれども、まだ計画案の

検討策定作業段階ではございますが、住民の

意識の向上による空き家の発生予防、所有

者・管理者等による管理意識の向上と適正管

理の促進、適切な措置の実施による安全・安

心なまちづくり、空き家の利活用による地域

活力の向上の４つを掲げていきたいと考えて

おります。 

   なお、目標の設定につきましては、法的に

求められているものではございませんが、国

が定める基本的な指針において、「空家等の実

態を的確に把握した上で、空家対策計画にお

ける目標を設定するとともに、定期的に当該

目標の達成状況を評価し、適時、同計画の見

直しを行うことが望ましい」とされてもおり

ますことなどから、危険な空き家の数を指標

として、その数を減らしていく目標というも

のを掲げていきたいと考えております。 

   ３点目、今後の空き家対策や空き家バンク

の運営などに、専属の行政職員または民間へ

の委託が必要と思うがどうかという点でござ

います。 

   平成30年度に実施いたしました空き家所有

者アンケートによれば、空き家となった理由

について、前居住者が亡くなったことによる

ものが約６割と最も多い理由となっておりま

す。次いで、別の場所への転居等によるもの

となっております。 

   今後の本町における空き家対策といたしま

しては、危険な空き家の所有者に対する措置

も重要でございますが、空き家になる前の住

宅所有者の意識の向上によって空き家を発生

させない取組も重要であると考えております。

そのための手だてとして、区長会などと連携

しながら、住まいの将来にどう向き合うかを

町民の方々に考えていただくことが対策の第

一歩になると考えております。専属の行政職

員の配置、または民間への委託という点につ

きましては、具体的に様々な対策を講じる中

で体制整備など課題を整理して検討してまい

りたいと考えております。 

   ４点目の、空き家バンクへの登録数や中古

住宅市場への供給数を増やすことが必要と思

うがどうかと、具体的な対策についてという

ことで申し上げます。 

   本町における空き家バンクへの登録数や中
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古住宅市場への供給数を増やすために現在行

っている具体的な取組でございますけれども、

固定資産税の納税通知書の送付の際に、空き

家の適正管理、空き家バンク制度の概要等を

紹介した周知チラシを同封させていただいて

おります。納税通知書は、実際に税を納付し

ている方に送付されるため、空き家の所有者

等への確実な周知が見込まれるほか、所有者

等がほかの自治体に居住している場合にも周

知が可能であることから、有効な方法である

と認識しております。 

   また、令和２年の４月に空き家バンク制度

の拡充と空き家の中古住宅市場への展開の足

がかりとして、良好な生活環境の保全や安全

安心なまちづくりの推進に寄与することを目

的とした空き家対策に関する連携協定を山形

県宅地建物取引業協会と締結いたしました。

空き家の状況調査など、職員の対応が難しい

専門的知見が必要とされるものについて、宅

地建物取引業協会と連携することにより、所

有者や利用希望者に安心感を与え、空き家バ

ンクの登録促進や宅地取引業協会を介した空

き家物件の成約数の増加といった効果が期待

できるものと考えております。 

   平成30年度に実施いたしました空き家所有

者アンケートによれば、回答者の約４割の方

が空き家利活用は考えていない、または分か

らないとの回答結果で、主な要因としては老

朽による修繕経費・家財道具処分等の経費負

担、売却益との関係によるもの、相続等の権

利問題、そういったことによるものと把握し

ております。 

   本町といたしましては、こうした現状把握

も踏まえ、空き家バンクの登録や供給推進が

図られるよう、地域実情に精通される県宅地

建物取引業協会の地元会員の方々と意見交換

を行い、具体的な対策等について調査・検討

し、町民の安全で安心な暮らしの実現を目指

してまいりたいと考えております。 

   次に、子育て支援についてお答えいたしま

す。 

   まず、子育て支援策として、現金給付と現

物給付の現状、それから今後の考え方につい

てということで申し上げます。 

   現在、町が子育て支援策として行っている

現金給付の主なものとしては、今年度新設し

たかほく安心子育て応援事業がございます。

この制度は、河北町で子育てをする世帯を応

援するため、子育てに係る経済的な負担を軽

減し、安心して子供を産み育てることができ

る環境を整備するということを目的としたも

ので、出生時に10万円、小学校入学時、中学

校入学時にそれぞれ５万円を支給しておりま

す。 

   今年度から新たな支援策としてスタートし

ておりますけれども、今年度の状況といたし

ましては、10月までの出生者47名、あと小学

校入学時の123名、あと中学校入学時の147名

の方々に給付金を支給し、総額1,820万円を支

給しているという状況でございます。 

   また、令和元年の10月から幼児教育の保育

無償化によりまして、また３歳児以上の保育

料を無償とし、幼稚園部を利用するお子さん

が保育部を利用するお子さんと同じ時間まで

預かり保育を利用した場合でも同じ条件で預

かれるよう利用料相当を助成しております。

また、今年度、町の独自の支援として、第３

子について、国基準の年齢要件を撤廃し、第

３子であれば保育料や副食費が無償となるよ

うにもしております。これに加え、県と町が

協力し実施する３歳児未満への保育料の段階

的負担軽減事業においては、国の保育料の第

３階層と第４階層に当たる世帯について保育

料の無償化を実施しております。 

   議員のご指摘にもございましたように、子

育て世帯に対してどういった支援をするかと
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いうことでは、現金による支援、あと物とい

いますか、サービスも含めた支援、そういっ

たことで出てくるわけですけれども、その支

援の対象者をどういうふうに絞るのか、誰に

フォーカスするのか、あるいは一時的な支援

なのか、長期的に継続する支援なのか、また

事業の進め方などによって、現金給付がいい

のか、あるいは現物給付がいいのかといった

ことが違ってくると考えております。なお、

現金給付につきましては、ご指摘にもありま

したけれども、その実効性や効果を十分考慮

し、検討する必要があると考えております。 

   今後とも、国や県の施策や制度を踏まえな

がら、よりよい保育環境を整備するため、町

として行うべき実効ある施策を展開するとい

う視点に立って検討すべき視点だと考えてお

ります。 

   次に、天童市にあるような子育て施設が必

要と思うがどうかという点について申し上げ

ます。 

   天童市のような施設につきましては、天童

市のほか、近隣ということでも東根市、ある

いは山形市などに何か所かございます。これ

らの施設はおおむね幼児から小学生を対象と

した施設となっておりまして、ジャングルジ

ムや滑り台など、大型の遊具を備え付け、体

を使って思い切り遊べるような屋内の大型施

設となっているようでございます。 

   一方、町内の施設を見ますと、屋内という

ことではどんがホール内にある「多目的子ど

も空間」は、主に就学前の幼児を対象として

おり、小さいお子さんが大人に見守られなが

ら安心して遊べるような施設となっておりま

す。小さいお子さんをお持ちの保護者の方に

は好評をいただいていると認識しております。 

   また、町内には２つの認定こども園に併設

された子育てセンター、空き店舗を活用した

「つどいの広場」など、小さいお子さんが利

用できる施設が充実しているとも思っており

ます。この施設は大変利用しやすい施設とい

うことで、町外からもわざわざおいでになる

方がいらっしゃるほどの人気施設となってお

ります。河北町の方も近隣の大型施設を広域

的に利用しているというようなことで、子育

て世帯の皆さんはお子さんの状況に応じた施

設の利用をしていらっしゃると捉えておりま

す。 

   町として、現時点で新たな大型施設の整備

予定というものはございません。現時点では

町には休日、多くの町内外のお子さんが利用

されている児童動物園があります。そういっ

た中で、河北町の児童動物園のリノベーショ

ン事業というものを進める方針でございます

けれども、その中で雨天時や冬場も利用でき

るような、河北町ならではの子育て支援施設

の充実という視点にも立って、この動物園の

リノベーション計画というものを進めていき

たいと、整備の方向づけを行っていきたいと

も考えております。 

   以上、お答え申し上げます。 

○漆山光春議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） 答弁ありがとうござい

ました。それでは、私のほうから再質問させ

ていただきます。 

   まず、最初に空き家等対策計画の策定進捗

状況と課題についてでございます。町長の答

弁からあったとおり、大きな課題はないとい

うふうに私のほうでは捉えさせていただきま

した。ただ、私のほうでも何点か心配してい

ることがございまして、空き家対策としまし

て、空き家を売却した際に発生する譲渡所得

税や住民税というのがかかってくるんですけ

れども、町長の先ほどの具体的対策の問題点

のほうでも上げられていましたけれども、こ
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ういった譲与所得税や住民税などに対する控

除というものもあるんですけれども、そうい

った意味で税制上の制度について研究はされ

ているのか、お聞きします。 

○漆山光春議長 暫時休憩します。 

     休 憩  午後２時００分 

     再 開  午後２時０１分 

○漆山光春議長 休憩を解いて再開いたします。 

   「真木総務課主幹」 

○真木秀章総務課主幹 失礼いたしました。 

   手元にございますのが、国で定めている空

き家対策のガイドラインというのがございま

す。これに基づいてご説明をしたいと思うん

ですが、居住用財産の譲渡所得、これは3,000

万円の特別控除を適用するという中で、空き

家対策の一環としてこういった特別控除が適

用されるというのを国において制度化してい

るという現状がございます。 

   ただ、詳しい要件、条件、そういったもの

を突き詰めますと、なかなかこの場でうまく

説明できないと申しますか、種々ございます

ようでして、こちらは11月１日の広報かほく

で空き家特集といいますか、２ページにわた

って記事を掲載させていただきまして、その

中でも空き家と税の話ということで町民の皆

様方にお伝えしたところではございますが、

その中でも空き家の譲渡所得の特別控除につ

いて、所有者が居住していた家屋、またはそ

の敷地を譲渡した場合には居住用の特例制度

がありますと、詳しくは所轄の税務署にお問

合せくださいと、このようにしかちょっと書

けなかったという現状がございます。 

   なお、こういった制度がございますので、

関心のある方というとあれですけれども、該

当するような方々にはそれぞれ問合せいただ

ければと思ってございます。 

○漆山光春議長 「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） 細かいところはちょっ

とこの場ではということだったんですけれど

も、簡単に言いますと、一例ですけれども、

相続されて３年以内に住宅を売却した場合、

3,000万円以内はその譲与所得税及び住民税

が3,000万円マックス控除されるという話で

ございます。それ以外にも控除というのはあ

るんですけれども、一体何が言いたいかとい

いますと、そういった３年以内のほうに重点

を置いて、町として対策を練っていく、そう

いった方法も考えられるわけでございます。 

   そういった意味ですので、要は先ほど町長

もおっしゃっていましたけれども、税金がか

かるからとか、要は自分に残る分が少なくな

ってしまうので売らなくてもいいやという人

が出てくるわけでございます。そういった意

味で、町としてもそういった税制控除の部分

も詳しく知っておくことが、詳しいもっと細

かな対策につながると思っております。これ

に関しては、再度今後研究を重ねて、具体的

に計画にも盛り込んでいただければと思いま

す。 

   ２点目ですけれども、空き家等対策計画の

対応方針と目標についてでございます。 

   先ほど町長のほうから４点、方針を述べて

いただきましたが、基本的には県というんで

すかね、モデル計画というか、計画に沿った

内容になっておりますので、私もそれについ

ては特段申し上げることはないんですけれど

も、ただその方針の中に盛り込んでほしい、

あるいは盛り込むべきではないかと思ってい

るのが、新しい考え方、昔は例えば二地域居

住、私は二拠点居住と言っているんですけれ

ども、二地域居住やワーケーション、コワー

キングスペース、リノベーションシェアオフ

ィスなど、当初平成30年ぐらいのときはあま

りそういった話が私はなかったなと思って認

識しております。今、コロナ禍を迎えたから

こそ、そういった新しい考え方というのがや
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っぱり今後の対応方針にも盛り込むべき、考

えていくべき必要があるのかなと思っている

んですけれども、そういった新しい考え方、

私としては特に二地域居住のほうに重点を置

いているんですけれども、それに関してはど

のようにお考えでしょうか。 

○漆山光春議長 「真木総務課主幹」 

○真木秀章総務課主幹 空き家等計画の策定状況

につきましては、先ほど町長答弁の中にござ

いましたように、これまで三度、内部会議を

開催して進めている段階でございます。まだ

素案完成に至っておりません。今後とも内部

会議を進めていく中で、お出しいただいたご

提案、参考とさせていただきたいと思います。

ありがとうございます。 

○漆山光春議長 「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） ぜひ、そういったこと

も、ただ今年度策定という予定と先ほど答弁

がございましたので、そういった意味でほか

の県、あるいはほかの自治体をまねするとい

うことではなくて、この町独自の方針として

より深めていっていただければと思います。 

   次に、今後の対策や空き家バンクの運営な

どに専属の行政職員または民間への委託が必

要と思うがどうかについてでございます。 

   こちらは町長のほうから先ほど検討してい

くという前向きなお答えをいただきましたの

で、私からは一言お聞きしたいんですけれど

も、要は具体的にどういった時期にそういっ

た専門の人を入れていくのかという話にはな

ってくるんですが、私としましては、例えば

朝日町なんかでは全国版の空き家バンクへの

登録だったり、朝日町の空き家バンクに載せ

るために物件の写真を撮りに行ったりしてお

ります。そういった意味で、もっと具体的な

計画を策定していくためにも、むしろ策定前

にそういった具体的対策を実行できるような

人と一緒に策定を進めていくほうが私は有効

かなと思っているんですけれども、それにつ

いてはいかがでしょうか。 

○漆山光春議長 「真木総務課主幹」 

○真木秀章総務課主幹 朝日町の実例、ご紹介い

ただきました。朝日町の場合ですと、我々の

ほうでいろいろ勉強させていただきますと、

以前まで地域おこし協力隊として活動されて

いた方が、その後、退任というんでしょうか、

退任された後に現在、空き家管理士の資格を

取って、なお朝日町内で活躍、活動されてい

るという認識でおります。 

   そういった専門的知識、あるいは意欲のあ

る方々を含めて活動できればもちろん理想的

ではあると思うんですが、残念ながら本町に

おいてはまだそこまでの人材であったり、組

織というものは醸成していないという現状か

と思いますので、現在においては今のこの空

き家等対策の計画策定を進めていく。その後

の専属的な職員だったり、あるいは委託であ

ったりという部分については、先ほど町長答

弁にありましたとおりの内容で進めていくこ

とになろうかと、このように考えます。 

○漆山光春議長 「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） ぜひ、策定した後から

これはできないとか、そういったことがない

ようにだけ、ほかの民間の方に聞くとか、朝

日もそうですけれども、鶴岡市もそうですけ

れども、ＮＰＯ法人で実際は空き家関係のほ

うは運営しているということもございます。

そういった意味で、河北町で対策計画はつく

ったけれども、これできないよねというふう

にならないように、具体的にどういった方が

いるのかとか、地域おこし協力隊でもできる

のかどうか、もちろんできるんでしょうけれ

ども、そういったことも念頭に置いて細かく

進めていただければと思います。 

   次に、４点目の空き家バンクへの登録数や

中古住宅市場への供給数を増やすことが必要
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かと思うんですけれども、その具体的対策に

ついてでございます。 

   町のほうでは固定資産税を納めている方へ

チラシを配付したりですとか、宅建協会さん

で連携しているというのは私のほうでも存じ

上げているところでございます。空き家の利

活用を考えていないという方の中で、なぜか

というところの理由の中で、家具家財を片づ

けるのが大変とか、税制の関係とか、あるい

はそもそもがもう分からないとか、そういっ

た課題が町のほうでは認識されていると先ほ

どの答弁でございました。私のほうでは、こ

れに対しまして、様々な具体的提案はできる

んですけれども、何個も言ってしまうとちょ

っと収拾がつかなくなりますので、絞って提

案させていただければと思います。 

   私のほうで、空き家の所有者、あるいは区

長さんのほうに10名ほどにお聞きしたんです

けれども、売りや貸しに出さない理由をお聞

きいたしました。主に３つを紹介させていた

だきます。まず、一番多かったのが仏壇があ

るから、次に家具家財が片づけられないから、

最後に手続や制度が分からないから、この３

点でございました。 

   仏壇については、空き家の所有者が現在住

んでいる家に仏壇を持っていけないため、お

参りのときだけ帰ってくるとのことでした。

対策としましては、今小さい仏壇もございま

すし、小さい仏壇を買って今住んでいるとこ

ろに移すということも可能ですし、今の仏壇

から魂抜きというらしいんですけれども、魂

抜きというのをお寺のご住職からしていただ

いて、それを新しい仏壇に魂入れというのが

あるんですけれども、そうすると今ある仏壇

から違う仏壇に移動ができるということでし

た。あくまでこれは形式上の答えでございま

すけれども、ただそれでもいいという人もい

れば、それでは嫌だという人ももちろんいる

とは思います。ただこういった方法を知らな

い人が多くいらっしゃいました。ですので、

こういった仏壇を買うことやそういうご住職

の方への手数料の補助を出すことが対策とし

ていいと思うんですけれどもいかがでしょう

かというのが１点目。 

   ２点目、家具家財については、先ほど町長

のほうから課題の中にも上げられましたが、

家具家財についてはやはり高齢な方が多いの

で片づけるのが大変と。そして、業者に頼む

のもお金がかかるからということでした。こ

れについては、朝日町、ほかの自治体でもし

ていますが、家具家財の撤去費用について補

助を出しております。こういったことも町で

はできるのではないかと思っております。 

   最後に３点目ですけれども、空き家の売買

等の手続や制度については、単純に何をした

らいいのか分からないや、空き家の住所より

遠くに住んでいるため手続がそもそも面倒だ

と、だから放置しているという答えがありま

した。これに対しまして、司法書士ですと、

空き家の売買の代理を行うことが可能という

ことでした。この手数料も数万から数十万か

かるんですけれども、こういった代理への手

数料を補助することでも対策は可能とは思い

ます。これはあくまで私からの提案でござい

ますけれども、これ以外にも方法は多分ある

とは思います。ただこういった具体的対策に

ついてどう思われるのか、町の見解をお聞き

します。 

○漆山光春議長 「須藤都市整備課長」 

○須藤俊一都市整備課長 そうした空き家になる

前にそういった知識をまず皆さん、建物を所

有する中でやっぱりそういったものに向き合

う必要性があるのかなというのがまず第一だ

と思っています。そうした中で、先ほど町長

の答弁にありましたけれども、空き家になる

前の住宅の所有者の意識の向上という中で、
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そういった売る、あるいは貸す、あるいは手

続的なもの、そうしたものをやっぱり行政側

のほうからいかにうまくそういった情報提供

できるかという部分がまず第一歩かなと思っ

ています。 

   あと、先ほど、朝日町の例を挙げて、家財

道具あるいは仏壇とかの行政側の補助の取組

という部分あったようですけれども、今村山

地域の担当者レベルでいろいろ勉強会なども

行った中で、いかに利活用を推進する上での

行政側ができる対応というものについていろ

いろ調査研究をしている段階でもございます。

そうした中で、今現在は宅建協会の方々とい

ろいろ情報共有しながら進めているわけです

けれども、今後よりさらに活用に向けた取組、

行政側ででき得るもの、なかなか家財道具だ

けの問題ではございません。やはり家族間の

問題から複雑で非常に難しいです。 

   先ほど司法書士の話もありましたけれども、

そうした法律上の手続もいろいろありますの

で、宅建協会、県のほうになるんですけれど

も、そちらを介した中でいろいろ法律的なも

のも含めてそういった宅建協会の県の本部の

ほうでまずは相談窓口といったものも常設で

今年度から設置になっている状況もあります

ので、こういった相談、町のほうに来られた

場合にはそうしたものも情報提供しながら、

さらには近隣の市町村の取組などもさらに目

を凝らして、河北町としていかなる形で利活

用に推進できるかというものに関しては、こ

れからも随時調査しながら進めていきたいと

考えています。 

○漆山光春議長 「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） 空き家になる前の空き

家にならないような対策が必要だと、私もそ

れはもちろん重々承知でございます。ただ、

現実としましては、大きく２つの対応方法が

あって、もちろん今課長からあったとおり空

き家にしないことというのが一つと、現実的

に空き家を減らすことももちろん並行して大

事なわけでございます。やはりなかなか意識

の醸成というか、そういう空き家にしないよ

うにするというのは、私はやっぱりなかなか

難しいことだと思っております。 

   そもそも自分はその空き家を持っていなか

ったのに急にその空き家を所有する方が多い

わけでございます、相続という形ですけれど

も。そういったときに、さらにその前からそ

の人は別にそもそも空き家を所有するという

認識がないわけでございますから、そこに対

して意識の醸成を幾ら図ってもなかなかぴん

と来ないと思うんです。私はもう関係ないよ

みたいな感じになってしまうと思うんです。 

   ですので、私としましては、空き家になる

前にというよりは、もう空き家になった後、

要は相続した後になってしまうと思うんです

けれども、そういったものに対して先ほど申

し上げたとおり、３年以内に対処するとか、

そういったすぐすぐの対応が町の空き家活用

のほうにつながるのかなと思っております。

それに関してはどう思われるでしょうか。 

○漆山光春議長 「須藤都市整備課長」 

○須藤俊一都市整備課長 空き家になる前も大事

ですけれども、空き家になってからの対応も

当然、行政としての対応というのは大事にな

ってきます。なった部分について、いかに市

場の流通に回すか、あるいは適正に管理して

うまくしっかりと使っていくだとか、そのた

めに今支障がある部分、阿部議員のほうは区

長さんなどを通じていろんな課題という部分

も今お話しされたように、やはり貸したくな

い方もいらっしゃいますけれども、貸したい

んだけれども貸せない理由というものも多々、

多様な理由がございますので、その辺は先ほ

ど町長答弁あったように、不動産業界の方々

の宅建協会の地元の方々に精通してる方々の
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情報を共有した中でですけれども、いかに町

のほうで今後取り組むべく姿というものを研

究しながら進めていきたいということです。 

○漆山光春議長 「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） ありがとうございます。 

   最後に、今回は所有者の立場で私は考えさ

せていただきましたが、今後は買う、借りる、

あるいは使う側の立場でも考えていただけれ

ばと思います。 

   次に、大きく２点目の子育て支援策のほう

に移らせていただければと思います。 

   １点目の現金給付と現物給付への現状と今

後の考え方についてでございますが、先ほど

町長から答弁があったとおり、現金給付と現

物給付の使い方、どういったふうに使ってい

くのが大事と、考えていくことが大事とあり

ましたので、今ある制度そのものを一つ一つ

の政策、今後の政策を現金がいいのか、現物

がいいのか、あるいはどういった目的なのか、

そういったところをここは詳細に考えて、今

後も進めていただければと思います。 

   ２点目のかほく安心子育て応援事業給付金

の実績と課題についてでございます。こちら

についてお聞きしたいんですけれども、こち

らの先ほど1,820万円支給されたということ

だったんですけれども、これの使い道は把握

されていますでしょうか。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 この使い道といいます

か、使途につきましては自由でございますの

で、町のほうで特に調査というかそういった

ものは考えていないところでございます。た

だ、それぞれ小学校入学時、あるいは中学校、

あるいは出生時ということでございますので、

そういった祝い事の中での一部として使って

いただければなとは我々は思っているところ

でございまして、特に調査はしておりません。 

○漆山光春議長 「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） そこがやっぱり先ほど

私が申し上げたとおり、メリットでもデメリ

ットでもあるのかなと思っております。例え

ばその1,820万円、当初予算ですと大体いつも、

今年度も来年度もですが2,400万円前後で実

施計画上も計画されているようですけれども、

把握していないのであれば、例えば河北町の

小売店で使えるクーポン券を同じ対象世帯に

配るという方法も私はあると思います。要は

河北町でしか使えませんので、河北町で100％

それが使われるということになります。ただ、

先ほどお聞きしたとおり、現金給付ですと、

その2,400万円前後がそもそも河北町以外で

使われている可能性もあるわけでございます。 

   例えば、私が申し上げましたとおり、河北

町の小売店でクーポン券などをすると、例え

ばそういうお店に行くと、親と子供が河北町

のお店の方々とつながるきっかけにも私はな

ると思います。もしかしたら、何かお店から

おまけがもらえるかもしれませんし、いろん

なこと、その地元の方しか知らないようなこ

とも教えてくださるかもしれません。こうい

ったことが地域全体で子供を育てるというこ

と、そういうことだと私は思っております。 

   そして、そうやって地域全体で子供を育て

ることが親の精神的負担の軽減にも私はつな

がると思っております。同じ2,400万円を使う

にしましても、2,400万円のうちクーポン券、

これはあくまで例えばですけれども、そうい

ったクーポン券に使うことによって多少事業

費はかかるとしましても、その例えば2,000

万円がクーポン券と残るのであれば、それが

全部河北町に2,000万円で消費されるわけで

すし、それが地域全体の教育につながると思

うんですけれども、こういった考え方につい

ていかがお考えでしょうか。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 今年度、創設しました
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かほく安心子育て応援事業、これにつきまし

ては、まずは当然その子育て世帯の皆様方の

金銭的な支援という、経済的支援というとい

うのが目的であると考えております。先ほど

も申し上げましたけれども、それぞれ節目ご

とのお祝い事に祝い金という形で出している

ものでございます。いわゆる経済効果という

のも狙ってというような議員の話なのかなと

は思っておりますが、そこまでは一応想定は

していないということで、先ほど町長答弁に

もありましたけれども、いわゆる実効性、あ

るいは効果性、そういったものを考えた中で、

今回は子育て世帯に対する祝い事の支援とい

うことで子育てを応援したいということでの

目的とは考えております。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 子育て応援事業を今年から制度

化したわけですけれども、その際は私もいろ

いろ考えました。議員ご指摘の観点も検討し

ました。ただやはり今堀米課長から申し上げ

ましたけれども、目的が何かというところに

かかってくると思います。子育て支援、負担

軽減なのか、地域の活性なのか、一朝一夕に

いくやり方ができればそれはベストでござい

ますけれども、現実的に河北町内の子育てに

係るいろんな文房具屋さんもございますし、

いろんな業種の方々もいらっしゃいますので、

いかに地域のお店屋さんで事業者のところに

お金が入る形で税金を回した施策という形に

できればなという思いはございますけれども、

あくまでもこれは子育て応援という観点で申

し上げれば、様々なご家庭、あるいは状況、

何が必要になってくるかということの状況は

ございます。 

   また、子育て支援ですから、ある意味でい

うと、本当は現金給付というのは、先ほどの

槙議員のところの学校給食の補助でも申し上

げましたけれども、やはり金銭的な、経済的

な負担軽減ということでは本当はオールジャ

パンの国策として進めていただきたいという

思いはあるわけですけれども、現実的に町の

施策はとなると、今あったようにできるだけ

税金を使うんだから町で使えるようなシステ

ムがいいだろうという発想は当然出てくるわ

けですけれども、現実に子育て支援を今自治

体として人口減少という中で、ある意味でい

うと各市町村いろいろ財源をひねり出して、

しかも安定的な制度として出して、子育て支

援に即する施策としてやるかということで現

金給付も含めて、あるいはクーポン券的なと

ころも含めてということは検討なされたかと

思いますけれども、やはり、中長期的に安定

した事業として、そして子育て支援に継続的

に実効性があるものとして見れば、やはり現

金給付、子育て世代の負担軽減という点をや

はりここはまずは軸足を置いた制度として仕

立てる必要があるという形で今年度スタート

しているところでございます。 

   地域で子育てを応援していくというような

そういったところでは、あるいは商店街の取

組とか、いろんな業者の方々の創意工夫の部

分とも連動した施策として考えていく必要も

あるだろうと考えております。現時点で現金

給付としての応援給付事業についてはそうい

った視点で現金での10万、５万、５万とこの

支給を判断して、今年度の事業創設に至って

いるという状況でございます。 

○漆山光春議長 「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） 目的を持って現金給付

ということはもちろん私も分かるんですけれ

ども、ただ現状としては使い道、使った後が

把握されていないと。それがもう全てだと思

うんですよね。要は10万円、５万円という話

ですけれども、同じようにクーポン券10万円、

５万円で河北町内で使うようにする、それで

私は全然いいのかなと思うんですけれども。 



 - 85 - 

   まだもっと言えば、一つの目的ではなくて、

その一つの政策に対して１つ、２つ、３つの

一石三鳥ぐらいのことがあっていいと思うん

ですけれども、なぜそこまで現金給付にこだ

わるのがちょっと私が分からなくて、別に物

を見に行くのは河北町外でもいいですけれど

も、お祝いをするのは。ただ実際物を買った

りするというときに河北町のほうが私は全然

むしろそっちのほうがお祝いにもなるかなと

思うんですけれども、お金に色はつけられま

せんけれども、やっぱりクーポンとかであれ

ばそこははっきりできますし、なぜそこまで

現金にこだわる必要があるのか、私は全然ク

ーポンとかでもできるのかなと思うんですけ

れども、ちょっともう少しそこを詳しくお聞

きしたいんですけれども、いかがでしょうか。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 この事業につきまして

は、先ほども何回も言っておりますが、祝い

金という形で支給させていただく目的になっ

ているものでございます。なぜそこまでこだ

わるのかということなんですけれども、その

目的に沿ってやっていることでございますの

で、クーポンでというのも何でこだわるのか

ということ、私もちょっと疑問なんですけれ

ども、その事業の目的に合ったようにさせて

いただいているということだけご理解いただ

きたいと思っています。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 あくまでも子育て支援という観

点で入れた制度でございます。子育て世帯に

どう評価していただくかが成果だと思います。

阿部議員のおっしゃるような現金給付では何

ら意味はないと、むしろクーポンで、それで

も我々子育てとして十分町にもお金を落とし

たいし、子育てにも役立つのでクーポンでと

いうようなご意見が本当にいただけるんであ

れば、検討はするのはやぶさかでないんです

けれども、基本的には子育て世帯の方々に喜

ばれる、あるいは子育て世帯の子育て支援と

しての実効性が上がるやり方として子育て世

代の視点に立った場合、現金給付という判断

に、今回の制度についてはスタートしたとい

うことであります。 

   現下、例えば今の今度、臨時国会が開かれ

ますけれども、５万円給付、あるいはクーポ

ン券給付、５万円と５万円に分ける必要はあ

るのか、その根底的なところは何が目的かと、

そこをどういうふうに考えるかというような

ことで議論になっているとも承知しています。

国のことと今回のことは違いますけれども、

現物給付と現金給付、あるいは地域に落とす

形での税金の投入、予算の投入というものに

ついては大きな視点からの課題としては理解

の上に立って、要は目的を明確にした形での

施策ということを考えるべきだと考えており

ます。ご指摘は受け止めさせていただきます。 

○漆山光春議長 「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） 目的がお祝い金という

ことはもちろん私は分かっております。ただ

把握されていないのであれば、それがそもそ

もだからどう使われているのか分からないの

であって、それがお祝い金として使われてい

るかどうかも分からない状態だと思うんです。

もちろん経済的負担をなくすというのはもち

ろん分かりますけれども、それが子育てに使

われているかどうかすらも分からない現金給

付が現状なわけでございます。 

   ですので、目的はお祝い金とかそういうこ

とではなくて、あくまで子育て支援が私はこ

れの目的だと思っております。10万円、５万

円、額の話ではないんですけれども、そうい

った意味で同じ金額分を町から負担するので

あれば、町全体の地域活性化にもなるし、子

供も大人もそうですけれども、地域社会と関

わる機会が出ます。そして、それが地域教育
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になると私は思うんですけれども、ちょっと

あまり時間もないですので、こういった点に

関しましてはもう少し検討をしていただけれ

ばと思います。 

   最後に、３点目の天童市にあるような子育

て施設が必要と思うがという話ですけれども、

町としては今のところそういった建設予定は

ないというふうに先ほどの答弁でございまし

た。また、つどいの広場を利用されている人

が多いとか、今後は動物園が休日とかでも、

雨でも雪でも使えるようにするというお話で

ございました。 

   ただ、私も調べていく中で、河北町第８次

総合計画のアンケートなんかだと、「今後の河

北町に何が必要だと思いますか」について、

「子育て環境の充実」と答えた人が22％、こ

れは複数回答です、全て。「人口を増やしてい

くためには何が必要だと思いますか」に対し

て、「子育て環境の充実」30.3％、第２期河北

町子ども・子育て支援事業計画より、町の取

組について子ども・子育て支援に関して不満

に思うところ、「保育・子育て支援サービスの

種類や提供量」30.4％、「子供の生活環境（遊

び場や歩道）」27.6％となっております。 

   これらのアンケート結果からも分かるよう

に、やはり実際に遊ぶところ、動物園はもち

ろん動物園でいいんですけれども、動物と触

れ合う以外、そういった遊び場も今後はやは

り必要になってくるのかと思います。現実、

だから、ほかの自治体なんかにはそういうふ

うに遊びに行ったついでに買物に行くとか、

そういった利用もされているわけでございま

す。要は一つの施設がその施設目的以上の効

果を上げているのが現実なところでございま

す。 

   そういった意味で、やはり長期的に見れば、

先ほど述べさせていただいたような子育て施

設、要はお母さんやお父さんの負担を分担で

きるようなそういった施設が必要かと思うん

ですけれども、もう一度お聞きいたします。 

○漆山光春議長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米清也健康福祉課長 町長答弁にもありまし

たけれども、町の子育て施設関係につきまし

ては、本当に未満児の方の利用は多いところ

でございます。東根、寒河江、天童辺りから

もどんどん来ていらっしゃるわけでございま

すので、今現在コロナということで人数制限

で５組の午前と午後で完全入替えさせていた

だいているところでございますけれども、そ

ういった中で河北町は河北町としての特徴あ

る子育て支援であるとも思っております。 

   年齢が大きくなりますと、やはりそういっ

た施設は河北町はないというようなことだと

は思うんですけれども、今は河北町に寒河江

とか山形からも来るように、河北町の方もそ

れぞれ大きい施設のほうに行って、買物した

ときに寄って行くというように、阿部議員が

おっしゃるとおり、それぞれの利用を広域的

にやっているというのも現状でございます。 

   町長答弁にもありましたけれども、動物園

のリノベーションということで、触れ合いで

きるそういった河北町の特色ある子育て支援

策として動物園のリノベーションもあるとい

うことでございますので、まずはその完成と

いいますか、それをもって子育て支援という

形でやっていきたいとは思っております。 

○漆山光春議長 「７番阿部恭平議員」 

○７番（阿部恭平議員） ぜひ、動物園も含めて

ですけれども、今後、子供のため、親のため

にどういったものが必要なのかというところ

をもう一度町民の方にお聞きしながら、そこ

は十分に検討していただければと思います。 

   以上で私の一般質問を終わります。ありが

とうございました。 

○漆山光春議長 以上で、７番阿部恭平議員の一

般質問を終わります。 
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   ここで２時50分まで休憩とします。 

     休 憩  午後２時３５分 

     再 開  午後２時４８分 

○漆山光春議長 休憩を解いて再開します。 

   次に、６番東海林信弘議員の一般質問を行

います。 

   「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） 一般質問させていた

だきます。 

   質問事項の１は、道の駅河北グランドオー

プンに向けた進捗状況や課題、そして町の意

気込みについてお伺いいたします。 

   道の駅河北は、1994年にオープンし、町の

ランドマークとして親しまれてきました。こ

れまで指定管理者として携わってきた方々の

ご努力は計り知れなかったと思います。しか

しながら、2018年４月、道の駅は休館になっ

てしまいました。 

   現在の道の駅からすると、時代遅れ感もあ

り、産直スペースを広く確保できないなど、

来館者が増えず赤字が続いてしまったことが

休館になった要因の一つではなかったのかと、

前の指定管理者の方は新聞の取材に対して述

べられておりました。 

   道の駅の休館から現在までの経過はどうだ

ったのか。2019年４月に町観光協会が仮営業

を開始し、８月には町商工会や町内団体など

12名で構成される検討委員会が立ち上げられ、

３回の検討委員会が開催されました。 

   検討委員会では、１階にトイレが必要では

ないか、３階は景観がよいので観光スポット

として利用してはどうか、飲食ができるとこ

ろや名所、催物などの案内などがあったほう

がよいなど、意見が出されたそうです。２回

目の検討委員会になると、道の駅の利活用に

ついて具体的な意見が出され始めました。 

   道の駅の差別化を図るために、道の駅全体

をイタリア館として、イタリア野菜を使った

レストランやそれに合わせたワイナリー整備

や周辺環境を整備として河川敷を利用した複

合型レジャー施設なども意見として出されて

いたようです。 

   検討委員会の総括がまとめられ、最終報告

としては、ほかの道の駅と差別化を図りなが

ら、産業の活性化と新規就農者の獲得に向け

た挑戦の場、情報発信の場として位置づけ、

地域のショーケースを兼ね備えた役割を果た

すことを基本的な考えとするとありました。 

   １階は観光案内や物販・小規模ワイン醸造

所、２階は有料試飲・物産品販売、３階は町

内の農畜産物を使ったレストランとして整備

する方向で検討・調査を行ったと報告を受け

ました。 

   道の駅改修基本設計の業務委託、また道の

駅の指定管理者も決定され、令和５年度のグ

ランドオープンに向け準備も進んでいること

と思っています。道の駅全体の課題などはな

いのか、ワイン醸造所の詳細や物販の詳細な

ど、お聞きしたいと思います。 

   そこで、質問要旨の１は、道の駅グランド

オープンに向けたワイン醸造所・物販などの

全体の整備計画詳細に基づいた進捗状況や課

題などについてお伺いいたします。 

   次に、質問事項の２つ目は、文化活動にお

ける各種大会出場者への激励金交付及び表彰、

仮称ではありますが、それについてお伺いい

たします。 

   河北町では、スポーツ振興事業として各種

東北大会以上のスポーツ大会出場選手を激励

し健闘を祈るために激励金を支給し、また体

育協会による表彰などを行っています。さら

なるスポーツの振興に努めているのだと思い

ます。 

   しかし、スポーツ振興の事業としては事業

化されていますが、文化活動での各種大会出

場や優秀な成績の方々への激励金の支給や功
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績をたたえる表彰など実施されているのかお

聞きします。 

   河北町芸術文化協会はあるのですが、町の

芸術・文化の発展などに対して普及活動は行

われているものの、対外的な文化活動の大会

やコンクールなどでは激励金の支給や功績を

たたえての表彰など実施されているのか、美

術や書道、吹奏楽、合唱コンクール、または

放送コンクールや英語の弁論大会など、数多

くの文化活動など、東北大会または全国大会

へ出場し活躍されている方々も多くいるので

はないでしょうか。 

   その方たちにも、功績をたたえる意味でス

ポーツ振興事業だけでなく、文化活動の振興

事業としてぜひ実施していただきたいと考え

るところです。 

   そこで、質問要旨の１は、スポーツ振興事

業において、激励金交付や表彰など実施され

ているが、文化活動での振興事業についての

考えをお伺いしたいと思います。 

   以上、再質問を留保し、一般質問を終わり

ます。 

○漆山光春議長 ６番東海林信弘議員の一般質問

に対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ６番東海林信弘議員の一般質問

にお答えいたします。 

   最初に、道の駅河北グランドオープンに向

けた進捗状況、課題、そして町の意気込みに

ついてということでございます。 

   質問要旨の、道の駅グランドオープンに向

けたワイン醸造所・物販など整備計画詳細に

基づいた進捗状況と課題などについて申し上

げます。 

   道の駅河北のグランドオープンにつきまし

ては、令和３年５月に今後のスケジュールに

ついてとして、総務産業常任委員会と議員全

員協議会でご説明させていただいたところで

ございます。広報の７月15日号におきまして

も、令和５年度からの各階の活用案と今後の

スケジュールについて町民の皆様にお知らせ

したところでございます。 

   今年度につきましては、指定管理者の指定

と改修基本設計を行うこととしたところであ

り、指定管理者につきましては、９月27日に

選定委員会を開催し、１社を選定し、10月15

日の臨時会におきましてご可決いただき、同

日付で令和５年度からの指定管理者として、

株式会社かほくらし社を指定させていただい

たところでございます。 

   改修の基本設計につきましては、令和３年

９月29日に河北町道の駅河北改修基本設計選

定委員会を開催し、10月13日に選定されたＤ

ｕｇｏｕｔ・ＫＡＤＡ設計共同体と契約を行

ったところであります。 

   現在、設計事務所と協議を行いながら、ま

た指定管理者の意見も伺いながら進めており、

これまで設計業者とは４回の打合せを行い、

今月中に中間報告をまとめ、その後に改修基

本設計の進捗状況について総務産業常任委員

会へご説明したいと考えております。それも

含めまして、今後の進捗状況につきましても、

節目節目で町民の方々や道の駅の利用者の

方々にお知らせしていきたいと考えておりま

す。 

   課題と意気込みということでございますけ

れども、道の駅の再生は、町に人を呼び込み、

町の発信力を強化する重要な位置づけとなる

事業でございます。目玉がワイナリーとレス

トランの整備になるかと思っております。こ

のワイナリーをいかに成功させるかが大きな

課題であります。皆様に足を運んでいただけ

る魅力ある施設、ワイナリーのある道の駅で

あることを強くアピールしていく必要がある

と考えております。また、ほかの道の駅との

差別化を図り、地域のショーケースとしての
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機能を持った道の駅、目的地型の道の駅を目

指し、令和５年４月のグランドオープンに向

けて準備を進めてまいります。 

   次に、文化活動における各種大会出場者へ

の激励金交付及び表彰についてお答えいたし

ます。 

   スポーツ振興事業において、激励金の交付

や表彰などが実施されているが、文化活動で

の振興事業について申し上げます。 

   本町における激励金の支給につきましては、

スポーツ基本法に定める理念と顕彰の規定に

基づき、全国大会以上の出場選手の健闘を祈

り、激励金を支給しております。 

   一方、文化活動での各種大会出場者につき

ましては、町内小中学校の児童生徒が芸術文

化の各種活動の実践を通して、豊かな感性と

創造性を養うため、文化関係大会に参加する

児童生徒及び指導者の所属する団体等に対し

て、河北町立小・中学校文化活動事業生徒等

参加補助金を交付しております。補助金の交

付対象となる事業は、県大会、東北大会、全

国大会への参加事業及びそれに準ずる各種大

会への参加事業で、出場する児童生徒及び指

導者１名分の交通費と宿泊費の２分の１以内

の額、参加費については全額を補助対象とし

て交付しているところでございます。 

   表彰につきましては、スポーツ及び芸術文

化それぞれにおいて表彰等を行っております。

スポーツに関しましては、河北町体育協会が

功労者及び成績優秀者を、芸術文化に関して

は、河北町芸術文化協会が顕著な功績が認め

られる個人及び団体の表彰を行っているとこ

ろでございます。 

   河北町芸術文化協会には、現在26団体１個

人が加入しており、表彰は、長年にわたり町

の芸術文化の発展に貢献し功績が顕著な方や、

芸術文化活動を通じて表彰するのに適当と認

められた方などを対象に芸術文化協会会長が

表彰しております。 

   対外的な文化活動の大会やコンクールには、

所属ずる文化活動団体が主催する大会、参加

資格が限定される大会、自主的な参加で県大

会等の予選または選考を経ない大会、あるい

は親善や交歓等を目的とする大会など、スポ

ーツにおけるオリンピックや国民体育大会な

どに比べ客観的な評価が難しい大会があると

いう状況にございます。したがいまして、表

彰は加入団体等の推薦に基づき選考会を開き、

委員の同意を得て行わせていただいていると

ころであります。 

   町といたしましては、各種芸術文化活動に

取り組む方々との情報交換、情報収集を行い、

広報かほくの「ひといきいき」のコーナーで

紹介するとともに活動されている方々の功績

をたたえ、公民館事業や地域学校協働活動の

講師として依頼するなど、地域の中でご活躍

いただくことで本町の芸術文化の振興に貢献

いただいているところでございます。 

   スポーツ大会における激励金の支給は、大

会等への出場選手の健闘を祈ることを目的と

しておりますが、芸術文化においては、大会

出場のほかに美術や書道等の作品を出品し、

審査会として県大会・全国大会を行うといっ

た、そういった違いも踏まえた検討が必要で

あると考えております。 

   ご質問の美術や書道、吹奏楽、合唱コンク

ールまたは放送コンクール、英語の弁論大会

における東北大会や全国大会については、多

くの高校生が参加されていると考えておりま

すが、こういった高校生及び本町出身の大学

生なども含めた活躍の情報を把握しながら、

頑張っていらっしゃる方々の意欲の向上、励

みにつながる激励、あるいは顕彰の在り方に

ついて検証してまいります。 

   以上、お答え申し上げます。 

○漆山光春議長 町長の答弁が終わりました。 
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   再質問に入ります。 

   「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） それでは、道の駅か

ら再質問させていただきます。 

   道の駅は指定管理者も決まったし、あとは

設計の業者、委託業者も決まったということ

で、その後の経過がどういうことなのかなと

いうことで一般質問させていただきました。

私個人的な確認のため再度お伺いしますけれ

ども、ワインを造る上では、まずワインをど

うやってその道の駅で造るのかちょっとお伺

いしたいんですが、要はそのブドウの原材料

を今の道の駅で作ろうとするんであれば、ど

こから材料を入れて、どこで砕いて、それを

ろ過してどうのこうのでいろいろあるとは思

うんですが、最後に２階には貯蔵タンクもあ

るということですけれども、そういった仮の

工程、今思われている、構想されているワイ

ンの工程を教えていただけないでしょうか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 ワインの工程というよ

うなご質問でございますけれども、以前、道

の駅河北の管理運営についての最終報告とい

うようなところで、ゾーニングした１階、２

階、３階の図面をお示ししたかと思います。

また、７月15日の広報かほくにおきましても、

同じようなゾーニングをした道の駅の１階、

２階、３階の図面をお知らせしているところ

でございます。 

   現在、その４回の打合せを行っております

けれども、その中でそのワイン醸造室のどこ

から搬入するかというところでも検討を重ね

たところでございますけれども、最終的には

東側になります、最上川側からの搬入口とい

うところで今現在進められております。ただ、

この検討の内容としましては、そこの扉をど

うするか、シャッターにするのか、扉にする

のかとかというふうな検討をしているところ

でございました。あと、ワイン醸造室で基本

的には作業を行うということでございます。 

   あとはワイン、ちょっとこの辺が少し変わ

っていますけれども、ワイン分析室というと

ころの奥にちょっとした部屋がありますので、

そちらにちょっとした事務室も置いて、そこ

でも分析をするというところで今進んでいる

ところでございます。また、そのワイン分析

室とワイン醸造室につきましては、防水加工

をした床にするとか、そういったところで話

をしているところでございますけれども、ワ

インの醸造につきましては、ここでブドウか

らワインまで仕込んでいくというふうな工程

を考えております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） そうすると、まず今

の道の駅の堤防沿いから入って、東側からブ

ドウ、原材料を入れて、そこで房のまま潰し

ていって、それをろ過して高濃度上澄みをす

くって、今度それを何回も繰り返した後にそ

の貯蔵タンクにワインを入れるわけなんです

けれども、貯蔵タンクは２階にあるというこ

とで展示されていると思うんですが、要はそ

のワインの工程がそのスペースで、１階のそ

の50平米というスペースということで多分言

っていると思うんですけれども、データ的に

は私、古いことしか分からないので分かりま

せんが、その50平米にそのワインの醸造工程

というのは、本当に造る工程を確立するのは

大丈夫なのか、できるのか、それをちょっと

お伺いしたいです。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 すみません、ちょっと

誤解のないようにご説明申し上げますけれど

も、要はブドウを潰してタンクに入れてワイ

ンにするわけですけれども、そのタンクにつ

きましては１階でございます。２階につきま

しては貯蔵でございます。そこはお間違いの
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ないようにお願いいたします。 

   それで、この広さでワインができるのかと

いうようなご質問でございますけれども、い

ろいろなところを視察した中で、このスペー

スですとぎりぎりでございますけれどもでき

るというようなことの判断でございます。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） 誤解はしていないつ

もりだったんですけれども、１階には熟成す

るタンク、２階は完成した貯蔵のタンクとい

うことですか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 今現在はケグという生

ビールのたるみたいなものがございますけれ

ども、そういったものに１階で詰めて、その

ケグを貯蔵しておくという、そのケグを貯槽

するための部屋が２階にあるというふうなイ

メージでございます。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） ちょっと知識不足で

大変申し訳ございませんが、そうしたら、１

階で造って貯蔵するだけになったタンクその

ものを２階に上げて、それを保管しておくの

が２階だということですね。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 こういう小さいケグと

いうものですけれども、そういったものにワ

インを詰めて、それを保管しておくというも

のです。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） それだけ私、情報不

足でしてね、道の駅に関しては春頃、全協を

開いて、１階、２階、３階のレイアウト、先

ほど課長が言いましたその図面差し替えで説

明したというんですけれども、大分時がたっ

ていて中身も全然分からないんで、今回一般

質問ということでさせていただいたんですが、

そうすると、町長答弁にもありましたけれど

も、今年７月の町報の中で、道の駅について

のそのスケジュールとか、各階のレイアウト

とかいろいろ見ているんですが、そうすると

１階はワイン醸造室と分析室ということは分

かりました。２階はワインの試飲スペースで、

ここにその何とかというたるを２階に運んで

貯蔵しておくと。そこが試飲スペースになり、

あとは河北産ワインとか県内ワインとか貯蔵

して試飲スペースなどという町報でした。３

階はイタリアン野菜とか地元の農産物を交え

たレストランだよということを理解している

つもりですが、それでその中でちょっとお聞

きしたいのは、令和５年度４月にグランドオ

ープンを迎えるわけですけれども、そのワイ

ン、目玉はワインですよ、ワインですよと言

っている中で、そのワインというものは令和

５年の４月にはもう河北町産ワインを、委託

醸造するか分かりませんが、そういったこと

で提供されるのか、教えていただきたいと思

います。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 昨年度、今年もですけ

れども、委託醸造を南陽市のほうのワイン醸

造家にお願いしております。実際にワインを

道の駅河北で造れるようになるのは令和５年

の４月以降というようなことを考えておりま

すので、その地元で造るワインができるまで

はその委託をしたもので対応するのかなとイ

メージをしております。 

   あと、すみません、その貯蔵室なんですけ

れども、２階の貯蔵なんですけれども、現在

のところ、この図面の左上のほう、すみませ

ん、分かりませんよね。西南のほうの角に貯

蔵室を設けてやる予定を今しているところで

ございます。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） 皆さん、多分図面っ

て持っていないと思うんです。私、町報のや
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つをプリントアウトしてきましたけれども、

２階の左上ですよね、スペース空いているや

つが。はい、分かりました。そうしたら、３

階のほうでお聞きしたいんですが、３階はこ

のレストランありますよね。このレストラン

のシェフ、料理人といいましょうか、そうい

った方は５年４月、オープンと同時に料理の

提供は可能なんですか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 こちらにつきましても、

基本的にはかほくらし社のほうに全て委託と

いうことになりますけれども、今の情報です

と、今現在、東京のかほくらしで勤めていら

っしゃるシェフの方がこちらのほうに来て行

うというふうに聞いておりますので、すぐ提

供できるのかなと考えております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） シェフの話、かほく

らし社の多分、資料、どこからか引っ張って

きたんですが、シェフに関してはまず令和６

年かどこかにしか来ないみたいなニュアンス

で書かれた資料だったんですが、その辺は大

丈夫だということで安心しております。そも

そも、反対でこんなことを申し上げているん

ではなくて、聞きたくて聞きたくて、道の駅

の話が全然出てこないものですから、いつ聞

いたらいいのかということでこの機会があり

ましたのでお伺いしているところです。 

   まず、そのワイン醸造、目玉がワイン醸造

だということなんですが、そのワインの醸造

する量というのは２キロリットル、2,000リッ

トルということで、前資料でいただいている

そのとおりですか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 計画どおりの量で進め

ております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） そうすると、2,000

リットルで大体ワインの造り方でネットで調

べれば、１本のボトル720ミリリットルか、750

ミリリットルか分かりませんが、それを造る

には大体ブドウが1.2から1.5キログラムのブ

ドウが必要だということで言われています。

今回、2,000リットルを単純に750ミリリット

ルぐらいで割ったら約2,700本近くですかね。

そういった本数に量的にはなると思いますが、

それでそのブドウなんですが、その３トンの

ブドウを必要としているわけです、その2,000

リットルを造るためには。そのブドウという

のは大丈夫なんですか。賄うというか、供給

は大丈夫なんでしょうか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 町内産で間に合うとい

うふうには聞いております。また、現在はデ

ラウェアとマスカットベリーＡという２種類

のブドウでワインを製造しておりますけれど

も、新たにそもそものワイン用のブドウの苗

木も昨年度の事業で購入して植えております

ので、そういったものも出来上がってくるの

かなと考えております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） 河北町もデラウェア

も大分作っている方もいらっしゃるし、また

そのマスカットベリーですか、それもあるみ

たいですし、あとはシャインマスカットを利

用してのワイン造りもするような考えもある

ような話もちらほら聞こえるんですが、そう

いったところで供給のほうは大丈夫だという

ことですが、その2,000リットルというのはそ

のワイン特区、要は特区申請を出してすれば

２キロリットルでも造れるよ、特区申請を出

さなかったら６キロリットル、6,000リットル

ということになっていると思うんですが、今

回の河北でやろうとしているワイン醸造は特

区申請を出したがために2,000リットルとい

うことでよろしいんですか。 
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○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 今回計画しているのは

特区申請を出しまして製造するということで

ございます。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） それ、特区申請通れ

ばの話で、通らなくて特区申請も出さないと

なれば、6,000リットルの醸造をしなければい

けなくなるんですが、そのときのブドウの供

給量は大丈夫ですか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 現在のところ、特区申

請をしてやるというふうな方向でおりますの

で、それ以外はちょっと考えていないところ

でありまして、また事前に打合せも行ってい

る最中でございますので、特に問題はなく進

むのではないかと考えております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） 多分、特区申請をし

て２キロリットル醸造するということで一応

資料的に載っていましたけれども、そうする

と2,000リットルで、要は量的なものを何で聞

きたいかというと、一応２階でワインの試飲

スペース、または３階でレストランのときに

お食事の前に提供するとか、そういったそこ

の場所で飲ませる量的なもの、あとは、お土

産とかそういったものがあると思うんですが、

そういった含めて2,000リットルを考えてい

るのか、その辺をお聞きしたいと思います。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 基本的にはこちらに来

て飲んでいただくということの考えですので、

試飲、または３階で飲んでいただくというこ

とを考えておりますが、その量によりまして

は東京のほうで河北町産のワインということ

で提供するということも視野に入っているよ

うでございます。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） そうすると、今回、

道の駅で醸造する2,000キロリットルは、２階

の試飲スペースで飲ませてやるというやつと、

レストランで飲むやつということは、そこの

道の駅に立ち寄って、持ち帰りでテイクアウ

トして、ボトルで買っていくということは不

可能ということですね。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 今現在予定しているの

がナチュラルワインというふうなものでござ

いまして、基本的にはボルト詰めはしないと

聞いております。ただ、将来的に量り売りは

できるかもしれないということは聞いておる

んですけれども、瓶に詰めて瓶の状態で売る

というようなことは考えていないということ

を聞いております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） フレッシュワインで

生ワイン、この間、町報でも表紙を飾ってい

た２本だとは思うんですが、そういった形で

ボトル詰めして最初から売らない。そのナチ

ュラルワイン、フレッシュワインということ

で最初は言っていくんだよというんですけれ

ども、それでこの道の駅のうたい文句という

のは、ほかの道の駅と差別化するというコン

セプトみたいな形でありますが、それが差別

化する意味なんでしょうか。そこら辺をお伺

いしたいと思います。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 ワイナリーがある道の

駅というものは、全国的にはございますけれ

ども、この辺にはないというふうに考えてお

ります。そういったことで、ほかの道の駅、

今の道の駅の状況としましては、産直があっ

て、大きな広い駐車場があって、また場合に

よっては温泉施設も併設しているというのが

今現在の道の駅の姿だと思いますけれども、

今の道の駅河北につきましては、そういった
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ことができない施設ですので、まずは差別化

したここの道の駅でしか味わえないもの、そ

ういったものをコンセプトに考えていこうと

いうようなことで始まったところですので、

ワインがある、ワイナリーがある道の駅、ま

たイタリア野菜が食べられる道の駅というふ

うなことで差別化していきたいと、それが道

の駅河北だと考えております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） ワインを造っている、

醸造している道の駅は県内でもないというこ

とですかね。そうすると、その差別化する意

味では、河北の道の駅ではワインを造ってい

るんだということでまず差別化して、こっち

に来ておいしいワインを飲んでいただくと。

それが目的型という道の駅になるのか、どう

考えているのか、その辺もお聞きしたいんで

すが、要は、飲んでおいしい、そのワインを

いただいて、その河北の道の駅でおいしかっ

たなということをただほかの人に伝えるとい

うことはただ感想でしかないし、あとはＳＮ

Ｓで上げたとしても映像でしかないし、ああ

うまそうだなとか、おいしそうだなとか。や

っぱりその人が、わざわざ来てくれた人が、

お客さんがそれを買って、持ち帰って友達に

お裾分けしたりとか、これおいしかったよと

いうことも考えたほうが、何となく道の駅と

しては本来の在り方かなと思うんですが、そ

の辺はいかがですか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 考え方になるかと思い

ますけれども、そういった来た方がほかの方

に写真なりで見せていただいて、また、その

見た方が行きたいと思ってまた来てくださる

というのが狙いでございます。目的地型とい

うのがそういったものだと考えております。 

   あとは、そのショーケースとなるような道

の駅ということで、テスト販売を行いながら

売れるものというものを探っていくところと

いうことを考えております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） いろいろ横文字が出

てくるんですが、ショーケースとかいろいろ

と出てくるんですが、要はその道の駅という

考え方が、もうさっきの町長答弁にもありま

したけれども、目玉はやっぱりワイナリーと

レストランだと。果たしてそれで道の駅をグ

ランドオープンしてお客が来るのか本当に不

安なんですが、せめてその生ワインだから持

って帰れないというんであれば、行く行くは

やっぱりそのワインを別な普通のワイン、ど

ういうワインだか知りませんけれども、ボト

ル詰めにしてお土産で河北町産のワインです

よと。ラベルをこう、べにのすけだかどうか

知りませんが、そういったものを替えて販売

して、河北町産のワインおいしいねというリ

ピーターも期待するのも一つの手だと思うん

ですが、そういったことは考えたことはある

んでしょうか。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 その動き出し当初につ

きましてはナチュラルワインでいくというこ

とで考えておりますけれども、将来落ち着き

ましたら瓶詰ができるビンテージワインとい

うんですか、私もよく分かりませんけれども、

そういうワインも造っていきたいというふう

なことは聞いております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） 聞いておりますとい

うことは、結局地域商社へ丸投げのような感

じがするんですが、町としてもやっぱりせっ

かくの道の駅、町長も肝煎りのゲートウェイ

タウン構想というものがありまして、道の駅

が本当の玄関口ですので、そういったことで

そこに来て飲むからいいやとか、そういった

ことでは私ないと思います。やっぱりお土産
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を買っていって、ここの河北町ではこういっ

たワインが売っていて、こういったものがあ

って、これがイタリア野菜のレストランで食

べたらおいしかったとか、そういったことが

やっぱり皆さんには波及していくんではない

かなと思うんですが、そこら辺、町長どう考

えますか。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 今回のワインと３階のレストラ

ンということが大きな目玉でもあり、課題で

もあるということを申し上げましたけれども、

まさに河北町の入り口にランドマークとして

もあるあの道の駅をどう生かして、そこに客

を呼び込み、町に呼び込むかというそういう

視点での道の駅の検討というふうに位置づけ

ております。 

   そういった意味で、あの道の駅についでに

寄る、あるいは通過型というようなことでは

なかなか構造的にも、駐車的なスペース的に

もなかなか今非常に多くの駐車場を抱え、物

産もいろいろ取りそろえながらあそこでする

というのは限界があるわけですから、そうい

う意味でいえば、あそこの立地を生かした今

の道の駅にどう来てもらうかという点のグラ

ンドオープンに向けた取組ということであり

ます。その切り口がナチュラルワイン、道の

駅に来て味わえるワインという切り口、コン

セプト、そして３階は地産地消のレストラン

という切り口であります。 

   せっかくのワイン構想というものを進める

んであれば、もっとより多くのファンを増や

すために、河北町のワインを売り出すために、

当然そのほうが市場も膨らんでいきますし、

生産にもつながっていくということだと思い

ますけれども、それはまた道の駅を使ったど

ういうワイン展開をするかというところとは

別のビジネスの発展形の話になると思ってお

ります。 

   ある意味でいえば、ボトリングしてどれく

らいの量の生産を確保して、まさに東海林議

員おっしゃっているように、どれくらいのワ

インを生産して、そしてボトリングして、ど

ういう市場に向けてワインを展開していくの

かというところは道の駅がきっかけとなって

将来の発展のビジネスの展開としてはあるか

もしれませんし、そこまで行けば本当にいい

なとは思いますけれども、まずはあの道の駅

で味わっていただける求心力のあるワイン醸

造であり、試飲であり、３階での味わいであ

り、１回だけでなくてリピーターも含めて楽

しんでいただける道の駅にしたいなという思

いで、まずはグランドオープンに向けて、そ

してグランドオープン後もそこに向けてかほ

くらし社のノウハウなりビジョンというもの

も期待しながら、町としてどういう手だてが

できるかということを考えていきたいと思い

ます。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） 町長の言うことは分

かりますが、やっぱりどうしても成功してい

ただきたい。道の駅は大分休館して、長い休

館に入って冬眠に入っています。今細々と土

日、スムージーカーかどうか分かりませんが、

売店を運営してやっているというのも、電気

がついているので、大分人が少しはいるんだ

なという思いはあります。やはり地域商社が

入って、画期的な企画とかイベントとか、そ

ういったこともあろうかと思いますが、やっ

ぱり町も参画していただいて、共にやっぱり

あの道の駅、限りある道の駅しかないんです

けれども、そういった形で運営していっても

らわないと、また休館に追い込まれる状態に

なると、何事もやっぱり中途半端というのは、

何か河北町を見ていると中途半端なことが多

いような気がしますので、やっぱりやるんだ

ったらとことんやっていくとか。 
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   この道の駅についても新規就農者を増やす

かどうかということで、新規就農者にも触れ

られていますよね、こういった形で。だから、

それに触れたというのは、多分私が個人的に

思っていたのは、そのブドウの生産、要はマ

スカットベリーＡとか、デラとか、あとはい

ろいろなブドウの種類あると思いますが、そ

ういった形での新規就農者の雇用を確保しつ

つも、そういったワインのあれを増やしてい

くのかなという思いも少しはあるのかなとい

うことで、その生産の量とか、そのボトリン

グですとか、そういったことを聞きたかった

わけですけれども、最初立ち上げ、グランド

オープンではそのフレッシュワインを立ち上

げていくんだということは分かりました。 

   ただ、行く行くは少し軌道に乗っていった

暁には、どういった形になるか分かりません

が、これは発展していただいて、ボトル詰め

のお土産を販売できるような、そんな道の駅

のワイン醸造所にしていただければなと思う

んですが、そこまでは考えていらっしゃらな

いんですか、町長、首横にかしげていますけ

れども。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 そこのボトルでの販売というも

のを、そういうオーダーにも応えられる、あ

る意味でいうと、道の駅の醸造の施設の中で

生産できるものを、範囲内でボトリングして

お分けできるような取組ということであれば

あり得ると思いますけれども、そこのボトリ

ングというところの生産なりなんなりという

ことをした場合に、道の駅という施設の中で

の醸造で足りるのかと、採算性が合ってくる

のかということも含めて、先ほど私が申し上

げたのは道の駅のあの箱の中で、あの施設の

中で完結していく、原材料の生産は別として、

ワイン醸造としてはあそこで完結していくビ

ジネスとしては、まずはナチュラルワインと

してあの施設で味わっていくというところを

まず軸足をしっかり置いた上で、ボトリング

については多分もっと別なところに生産拠点

を置くとか、あるいはボトリングする部分は

委託するとかということも可能性としてはあ

るかと思いますけれども、そういう意味で今

は道の駅のグランドオープン、そこの中の成

功裏にグランドオープンし、持続的にそのコ

ンセプトの下の道の駅で町内外の方から、町

外の方から多く町なかに呼び込むための道の

駅として親しんでもらえるように、利用して

もらえる道の駅を目指すという上では、そこ

の道の駅で味わっていただくところのワイン

をしっかりまず足元を固めていくということ

で位置づけているということでございます。 

   ボトリングしての販売ということでいうと、

先ほど何回も言いましたけれども、どれぐら

いの生産量にして、どれくらいの市場を見込

んで、どれくらいの生産をして、どれくらい

の施設をしてという、そこはもう河北町にお

ける、要するに道の駅というよりはワインビ

ジネスをどう展開していくのかということか

と考えているところであります、まず、道の

駅におけるワインということでいいますと。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） まあ、道の駅でも目

玉はワインだということをコンセプトにやっ

ているもんですから、そのワインがどう進化

して、どう河北町産のワインが、そのナチュ

ラルワインだけなくてもね、どう進めていく

のかなということで興味があったのでお聞き

しましたけれども、その箱が決まっているキ

ャパの中で、そのナチュラルワインだけを造

るんだというのも分かります。 

   ただ、その新規就農者とかいろいろあるじ

ゃないですか。目的型にするんだとか、そう

いったことが何か全然織り込まれていないよ

うな気がするんです、説明もあんまりそんな
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に詳細を受けたことないし。そういったこと

で、今度４回の会議打合せをして、総務産業

常任委員会のほうにも説明して今後のあれも

協議していくということですので、それはや

っぱり逐一報告していただいて、町民も納得

するような道の駅のオープンを期待するとこ

ろであります。 

   その新規就農者に関してのコメントなんか

ございませんか。新規就農者がどうのこうの

とありますよね、考え、道の駅、それはどう

いうことですか。 

○漆山光春議長 「増川農林振興課長」 

○増川仁農林振興課長併農業委員会事務局長 現

在、ナチュラルワインを造っている方も、若

手の農家がおります。そういう方でも若者の

農業者がいるわけでありますけれども、今後

の展開を考えた場合に、新しく新規就農者で

農業をやってみたいという方でブドウを作る

という方を今後受入れ協議会などで探してい

きたいというようなことで考えているところ

であります。河北町はいろんな作物ができま

すので、いろんな観点からいろんな作物を植

えていきたいという方を受け入れていきたい

というようなことで考えているところでござ

います。 

○漆山光春議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 質問からは外れるかもしれませ

んけれども、ワインということで申し上げま

す。 

   先般、全協のほうでご説明申し上げました

けれども、農商工観光連携推進ネットワーク

会議、これを１月にでもスタートして、その

中にはＪＡ、生産者関係、そしてかほくらし

社もメンバーに入れて、農商工観光連携とい

うことで新たな商品開発であるとか、業者間

のマッチングであるとか、そういったことを

今後の河北町における展開ということで推進

するというようなことを申し上げさせていた

だいたところでありますけれども、その中で

今農産物の付加価値の高い取組としては、生

産者主体の納豆であったり、あるいは枝豆の

加工だったりいろいろありますけれども、そ

の中にこの道の駅におけるかほくらし社のワ

インの取組をシーズというか、種として農商

工観光連携の中で新たな河北町の６次産業へ

の大きな一つの切り口として素材に乗ってく

るということは期待したいなとも思っており

ます。 

   そういった意味で、河北町におけるワイン

のスタートとして道の駅のグランドオープン

に向けたナチュラルワインのこの取組はしっ

かり、量的には小さいところからではありま

すけれども、小さくてもしっかりしたスター

トが切れるように、そしてビジネスとしての

展望が開けるように取り組みつつ、町全体の

農商工観光連携の中でのワインの取組はとい

うことは並行して課題意識として持っておき

たいと思っております。 

○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） 道の駅ということは、

町の顔でもあります。イタリア野菜のレスト

ランですとかナチュラルワインもいいんです

が、今既存にある地場産業のスリッパ産業で

すとか農産物、べに花、あとは冷たい肉そば、

あとは先ほど町長も言いました秘伝豆の納豆、

あとは秘伝豆、そういった既存の分野のほう

もその道の駅には取り入れられるんですよね。

イタリアンレストランとかナチュラルワイン

とかばっかり言っていますけれども、ほかの

やつの取り入れ方というのはどう考えていら

っしゃるのか、お聞きしたいと思います。 

○漆山光春議長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤晃一商工観光課長 今、東海林議員さんが

おっしゃったような品物につきましては、基

本的には１階のほうの物販というようなこと

で考えております。 
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○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） ２つ目もちょっと質

問やりたいので、道の駅についてはやっぱり

今指定管理で地域商社のかほくらし社が指定

管理者になって、また町としてももう協力体

制を十分に敷いて、私たちの玄関口である道

の駅河北を盛況に始められるように、そのナ

チュラルワイン含めたイタリア野菜、また既

存のスリッパ産業ですとか、そういった形も

確立していただきながら進めていっていただ

きたいと思います。 

   また、その情報に関しては、やっぱり逐一、

あまり時間空けないでいただければと思いま

す。地区民の方、本当に心配しています。何

の建物だか分からないということを伺ってお

りますので、ぜひ形に見えるような形で皆さ

んに情報提供していただいて、グランドオー

プンに向けて頑張っていただきたいと思いま

す。 

   次に、２つ目の質問ですが、要はスポーツ

大会振興事業ということで、各種スポーツ、

野球ですとか、バレーボールですとか、バス

ケットボールですとか、卓球ですとか、カヌ

ーですとか、そういった形で地区大会、県大

会、東北大会、全国大会等々、各種大会がご

ざいまして、それで活躍された方を対象に審

査されるんでしょうが、自己申請で申請出す

と思うんですが、そういった形で激励金をい

ただいたり、支給したり、年間で表彰された

り、スポーツ表彰されたりしているんですが、

文化活動、要は芸術文化祭のときに芸文のほ

うからの表彰とはまた違って、多分高校生ぐ

らいが対象だと思うんですが、各高校でそう

いった文化的なものの活動で東北大会の予選

を勝ち抜いて全国大会へ行って優秀な成績を

収めたという例を挙げれば、山形商業の産業

調査部ですとか、今ですと南陽の南陽高校で

市役所部ですかね、そういった形も多々出て

きております。そういった地域に根差した活

動で功労された方にも是非日の目当たるよう

に、そういった活動もやっている方が多々お

られます。 

   今回、地域商社と商工会と産学官、谷地高

のほうもその100周年ですけれどもお酒造っ

たりですとか、そういった形で事業を始めよ

うとしています。そういった形にも報いられ

るような、そういった形で一生懸命やってく

ださった方ですよとか、そういった形で町報、

広報で表彰して情報を提供するとか、そうい

った文化の事業の振興ができないものかとい

う相談なんですが、いかがですか。 

○漆山光春議長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場弘昭生涯学習課長 今、スポーツ事業につ

きましては、要綱に基づいて激励金の支給を

し、また入賞すれば垂れ幕などを掲載しなが

ら健闘をたたえているところでございます。

文化事業についても、小中学生であれば補助

金の交付はあるわけですが、現在のところ激

励金の支給ということはやっておりません。

なかなかこれまでできなかった理由は、その

大会等が把握できない、あるいは地区大会、

県大会をしての全国大会等あるわけですけれ

ども、スポーツ事業ですと、スポーツ少年団

あるいは中学校の部活動を通して、選手、コ

ーチ、監督等の組織があって、その中で把握

しているところが多く、どんな大会というこ

との把握もできているところがあるわけです

が、文化事業についてはなかなか難しかった

というところがあります。 

   町長答弁の中では、検討していくというこ

とであります。把握が難しいことは承知して

おりますが、どのような把握の仕方、あるい

はまたどういったコンクール・大会等に激励

金が支給できるのか。やっぱり活動を支えて

いくためにどのようなことができるのか検討

していきたいということであります。 
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○漆山光春議長 「６番東海林信弘議員」 

○６番（東海林信弘議員） ぜひ検討していただ

いて、文化活動をなさっている方にも日の目

が当たるようによろしくお願いしたいと思い

ます。 

   最後にもう一点だけ言わせていただければ

と思います。道の駅に関して提案ですが、せ

っかくレストランで食事してナチュラルワイ

ンを提供して景観もいいということで、夜景

を見ながら食事したらすぐ泊まっていただく

とか、ひなの宿から送迎バスを出してとかで

すね。何かそういった立案もしてみてはいか

がかなと思って、クリスマス時期にもなって

きますので、そういったことも立案していた

だいて、ぜひ何かこう目玉をつくっていただ

かないと、ただ生ワインがどうのこうのと言

われても、いやいや、上山の古窯の前にもプ

リンの賞味期限が何分だか何時間だか分かり

ませんが、そういったものもありますので、

うたい文句はやっぱり１時間しかもたない生

ワインというのも分かりませんが、そういっ

た形でフレッシュなワインを飲ませていけれ

ばと思います。これは私の余談です。終わり

ます。 

○漆山光春議長 以上で６番東海林信弘議員の一

般質問を終わります。 

   以上をもって本日の日程は終了しました。 

   12月８日は午前９時までご参集願います。 

   本日はこれにて散会します。 

   お疲れさまでした。 

午後３時４３分  散 会 



 - 100 - 

 


